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説

二
対
応
す
る
内
容
を
持
つ
行
政
行
為
の
無
効

三
違
法
性
の
認
識

四
部
分
無
効

第
三
節
和
解
契
約
と
交
換
契
約
に
特
有
の
無
効
原
因

一
和
解
契
約
の
無
効

二
交
換
契
約
の
無
効

第
四
節
連
邦
行
政
手
続
法
第
五
九
条
の
合
憲
性

一
違
法
で
は
あ
る
が
有
効
な
契
約

二
連
邦
行
政
手
続
法
第
五
九
条
に
対
す
る
学
説
の
評
価

第
五
節
合
憲
説
と
違
憲
説
の
接
近

一
契
約
締
結
上
の
過
失
法
理

(
g
f
E
E
n
g
E
Z
E
C
)

二
行
為
基
礎
欠
如
論
及
び
国
家
賠
償
請
求

三
連
邦
行
政
手
続
法
第
六
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条
・
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
第
七
九
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第
二
項

四
中
間
総
括

第
六
章
民
事
契
約
法
と
の
比
較
に
お
け
る
公
法
契
約
法
の
理
論
的
特
色

第
一
節
本
章
の
課
題

第
二
節
準
用
を
否
定
さ
れ
る
民
法
典
規
定

一
民
法
典
第
ご
一
一
二
条
第
一
一
項
(
第
三
者
の
詐
欺
)

二
民
法
典
第
一
二
四
条
(
意
思
表
示
の
取
消
期
間
)

三
民
法
典
第
一
五
一
条
(
承
諾
の
意
思
表
示
な
き
契
約
の
締
結
)
・
民
法
典
第
一
八
一
条
(
事
後
の
同
意
)

第
三
節
準
用
に
際
し
て
修
正
を
必
要
と
す
る
民
法
典
規
定

一
民
法
典
第
一
五
七
条
(
契
約
の
解
釈
)
・
民
法
典
第
二
七
六
条
(
故
意
・
過
失
責
任
)

二
民
法
典
第
八
一
二
条
以
下
(
不
当
利
科
)

論
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川
及
び
刊
私
的
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川
町
川

一
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口
{
疋
諸
山

二

否

定

説

第
七
章
私
法
契
約
法

第
一
節
公
法
契
約
と
伝
法
契
約
の
峻
別
基
準

第
二
節
公
法
契
約
法
と
私
法
契
約
法
の
接
近

一
行
政
私
法
論
(
〈

25-gm哲
5
5
n
Z
)

二
私
法
契
約
の
公
法
拘
束

終
章
総
括
的
考
察
と
今
後
の
課
題

第
一
節
本
稿
の
要
約

第
二
節
今
後
の
課
題

(
以
上
本
号
)

行政契約の法理論(5・完)

仕
国
主
ハ
車
百
十

民
事
契
約
法
と
の
比
較
に
お
け
る
公
法
契
約
法
の
理
論
的
特
色

本
章
の
課
題

第
一
節

jヒi去53(2・67)319

ド
イ
ツ
の
行
政
法
学
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
公
法
契
約
法
(
総
論
)
の
全
体
像
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
り
、
ほ
ほ
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
と
思
う
。
本
章
で
は
、
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
、
私
人
間
で
締
結
さ
れ
る
民
法
上
の
契
約
(
民
事
契
約
)
に
妥
当
す
る
法
理
論
(
民



説

事
契
約
法
)
と
の
比
較
に
お
い
て
、
公
法
契
約
法
が
い
か
な
る
理
論
的
特
色
を
持
つ
の
か
を
検
討
す
る
。

本
稿
で
も
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
連
邦
行
政
手
続
法
は
、
第
五
九
条
の
第
一
項
と
第
六
二
条
の
第
二
丈
に
お
い
て
、
公
法
契
約
へ
の
民

法
典
の
準
用
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
民
法
典
に
規
律
さ
れ
た
契
約
の
無
効
原
因
や
、
判
例
・
学
説
上
発
展
せ
し
め
ら
れ
て
き
た
契

約
に
関
す
る
諸
原
則
等
(
契
約
締
結
上
の
過
失
法
理
な
ど
)
は
、
公
法
契
約
に
も
ま
た
準
用
さ
れ
る
。

し
か
し
右
の
事
実
は
、
民
法
典
の
規
定
が
無
条
件
に
公
法
契
約
に
準
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
連
邦
行
政
手
続
法
第

六
二
条
の
第
二
文
は
、
「
第
五
四
条
乃
至
第
六
一
条
ま
で
の
規
定
か
ら
別
段
の
こ
と
が
生
じ
な
い
限
り
」
で
、
民
法
典
の
準
用
を
認
め
る
に

過
ぎ
ず
、
民
法
典
の
規
定
の
中
に
、
公
法
契
約
に
準
用
で
き
な
い
規
定
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
我
々
は
、
民
法
典
の
規
定
の
う
ち
、
公
法
契
約
に
準
用
さ
れ
る
規
定
と
並
ん
で
、
逆
に
準
用
を
否
定
さ
れ
、
或
い
は
準
用
に

(
1
)
 

際
し
て
修
正
を
必
要
と
す
る
規
定
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
民
法
上
の
契
約
と
の
関
係
で
議
論
さ
れ
て
き
た
「
私
的
自
治
の

原
則
」
や
「
契
約
自
由
の
原
則
」
が
、
果
た
し
て
公
法
契
約
に
妥
当
し
う
る
の
か
を
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
。

以
下
第
二
節
で
は
、
公
法
契
約
へ
の
準
用
を
否
定
さ
れ
る
民
法
典
規
定
を
、
ま
た
第
三
節
で
は
、
準
用
に
際
し
て
修
正
を
必
要
と
す
る
民

法
典
規
定
を
説
明
し
、
続
く
第
四
節
に
お
い
て
は
、
私
的
自
治
の
原
則
や
契
約
自
由
の
原
則
と
、
公
法
契
約
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

論

第

節

準
用
を
否
定
さ
れ
る
民
法
典
規
定

民
法
典
第
一
二
三
条
第
二
項
(
第
三
者
の
詐
欺
)

ド
イ
ツ
の
学
説
及
び
判
例
に
よ
れ
ば
、
「
第
三
者
の
詐
欺
」
を
規
律
し
た
民
法
典
の
第
一
二
三
条
第
二
項
は
、
公
法
契
約
へ
の
準
用
を
否

北法53(2・68)320



定
さ
れ
る
。
こ
の
規
定
に
よ
る
と
、
第
三
者
の
詐
欺
に
基
づ
い
て
契
約
締
結
の
意
思
表
示
を
行
っ
た
契
約
の
一
方
当
事
者
は
、
契
約
の
相
手

(
2
)
 

方
が
第
三
者
の
詐
欺
に
つ
き
悪
意
で
あ
る
限
り
で
、
当
該
意
思
表
示
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

(
3
)
 

オ
ー
バ
ー
マ
イ
ヤ
l
は
、
行
政
手
続
に
お
い
て
事
実
関
係
を
職
権
で
調
査
す
る
義
務
(
職
権
探
知
義
務
)
を
負
っ
た
行
政
庁
が
、
「
第
三

者
の
詐
欺
」
及
び
「
相
手
方
私
人
の
悪
意
」
を
理
由
に
右
の
規
定
を
援
用
し
、
契
約
締
結
の
意
思
表
示
を
取
り
消
す
こ
と
否
定
し
て
い
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、
「
第
三
者
の
詐
欺
」
を
見
抜
け
な
か
っ
た
の
は
「
職
権
探
知
義
務
」
を
怠
っ
た
行
政
庁
の
責
任
で
あ
り
、
そ
う
し
た
行
政
庁

(
4
)
 

に
対
し
て
意
思
表
示
の
取
消
し
を
認
め
る
必
要
な
ど
な
い
の
で
あ
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
詐
欺
・
脅
迫
に
関
す
る
意
思
表
示
の
取
消
し
は
、
民
法
典
の
第
二
三
一
条
に
従
う
。
な
る
ほ
ど
行
政
手
続
を
主
催
し
、
連
邦
行
政
手
続

法
の
第
二
四
条
に
よ
っ
て
、
〔
職
権
探
知
義
務
と
い
う
l
筆
者
註
〕
特
別
な
手
続
法
上
の
義
務
を
負
っ
て
い
る
が
故
に
、
第
三
者
が
詐
欺

を
行
っ
た
旨
を
主
張
し
え
な
い
行
政
庁
に
対
し
て
は
、
〔
第
三
者
の
詐
欺
に
関
す
る
筆
者
註
〕
民
法
典
第
一
二
三
条
の
第
二
項
は
適
用

不
可
能
で
あ
る
。
第
三
者
の
詐
欺
の
援
用
は
、
手
続
法
上
、
特
別
な
義
務
に
服
し
て
い
な
い
契
約
相
手
方
私
人
に
つ
い
て
の
み
認
め
ら
れ

る
に
過
ぎ
な
い
o
」

行政契約の法理論(5・完)

オ
ー
バ
ー
マ
イ
ヤ
l
の
見
解
は
、
学
説
上
一
般
に
支
持
さ
れ
て
お
り
、
ク
ナ
ッ
ク
も
ほ
ぼ
同
様
の
見
解
を
示
し
て
、
民
法
典
第
一
二
三
条

(
5
)
 

第
二
項
の
公
法
契
約
へ
の
準
用
を
否
定
し
て
い
る
。

民
法
典
第
一
二
四
条
(
意
思
表
示
の
取
消
期
間
)

北法53(2・69)321



iiJ己

他
方
、
「
意
思
表
示
の
取
消
期
間
」
を
規
律
す
る
民
法
典
の
第
一
二
四
条
も
ま
た
公
法
契
約
へ
の
準
用
を
否
定
さ
れ
る
。
こ
の
規
定
は
、

(
6
)
 

詐
欺
を
発
見
し
た
と
き
、
又
は
脅
迫
状
態
が
止
み
た
る
時
よ
り
一
年
以
内
に
限
り
、
意
思
表
示
の
取
消
し
を
認
め
る
。

ク
ナ
ッ
ク
は
、
「
法
的
安
定
性
や
公
益
適
合
性
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
詐
欺
・
脅
迫
を
理
由
と
し
た
意
思
表
示
の
取
消
し
は
、
民
法
典
第

一
二
四
条
に
規
律
さ
れ
た
一
年
よ
り
も
短
く
設
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
述
べ
、
こ
の
規
定
が
公
法
契
約
に
準
用
さ
れ
る
こ
と
に

(
7
)
 

疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

北法53(2.70)322

1.， 
IIIIIJ 

民
法
典
第
一
五
一
条
(
承
諾
の
意
思
表
示
な
き
契
約
の
締
結
)
・
民
法
典
第
一
八
四
条
(
事
後
の
同
意
)

さ
ら
に
、
取
引
慣
行
に
従
う
と
事
実
上
承
諾
が
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
契
約
の
成
立
を
認
め
る
民
法
典
の
第
一
五
一
条
も
ま
た
、

(
8
)
 

公
法
契
約
へ
の
準
用
を
否
定
さ
れ
る
。

(
9
)
 

公
法
契
約
は
、
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
五
七
条
に
よ
り
、
必
ず
書
面
化
を
要
求
さ
れ
る
。
こ
れ
に
違
反
す
る
契
約
は
、
民
法
典
第
一
二
五

(ω) 

条
の
準
用
を
認
め
る
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
五
九
条
第
一
項
に
よ
り
無
効
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
承
諾
の
意
思
表
示
な
き
公
法
契
約
の
成
(
日
)

立
な
ど
あ
り
得
な
い
。
オ
ー
バ
ー
マ
イ
ヤ
l
も
、
以
上
の
点
を
考
慮
し
て
、
民
法
典
第
一
五
一
条
の
公
法
契
約
へ
の
準
用
を
否
定
し
て
い
る
。

他
方
、
第
三
者
の
権
利
を
侵
害
す
る
契
約
に
つ
き
、
当
該
第
三
者
に
対
し
て
事
後
的
な
追
認
権
を
認
め
る
民
法
典
の
第
一
八
四
条
は
、
連

(ロ)

邦
行
政
手
続
法
の
第
五
八
条
を
考
慮
し
て
、
公
法
契
約
へ
の
準
用
を
否
定
さ
れ
る
。
第
四
章
の
第
二
節
で
も
論
じ
た
が
、
連
邦
行
政
手
続
法

の
第
五
八
条
は
、
第
三
者
の
権
利
を
直
接
侵
害
す
る
公
法
契
約
を
、
当
該
第
三
者
の
同
意
が
あ
る
ま
で
暫
定
的
に
無
効
と
し
て
お
り
、
第
三

(
日
)

者
に
よ
る
事
後
の
追
認
を
排
除
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。



第
三
一
節

準
用
に
際
し
て
修
正
を
必
要
と
す
る
民
法
典
規
定

他
方
、
以
下
に
掲
げ
る
民
法
典
の
第
一
五
七
条
、
同
第
一
一
七
六
条
、
同
第
八
一
二
条
以
下
の
規
定
は
、
必
ず
し
も
公
法
契
約
へ
の
準
用
を

否
定
さ
れ
な
い
が
、
し
か
し
準
用
に
あ
た
っ
て
、
行
政
の
法
律
適
合
性
原
理
や
公
益
適
合
性
原
理
を
考
慮
し
て
、

一
部
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

民
法
典
第
一
五
七
条
(
契
約
の
解
釈
)
・
民
法
典
第
二
七
六
条
(
故
意
・
過
失
責
任
)

行政契約の法理論(5・完)

民
法
典
の
第
一
五
七
条
は
、
契
約
の
解
釈
方
法
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
「
契
約
は
取
引
慣
習
を
考
慮
し
、
信
義
誠
実
の
要
求
に
従
っ
て

(
比
)

之
を
解
釈
す
る
こ
と
を
要
す
。
」
と
規
律
す
る
。
シ
ユ
レ
ッ
テ
を
は
じ
め
、
シ
ン
プ
フ
、
ク
ナ
ッ
ク
及
び
オ
ー
バ
ー
マ
イ
ヤ
l
等
は
、
こ
の

規
定
が
、
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
六
二
条
第
一
一
文
を
経
て
、
公
法
契
約
に
準
用
さ
れ
る
こ
と
を
基
本
的
に
は
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
私
益

の
追
求
の
み
が
行
わ
れ
る
民
事
契
約
と
は
対
照
的
に
、
公
益
の
実
現
に
仕
え
、
か
つ
行
政
の
法
律
適
合
性
原
理
に
服
す
公
法
契
約
の
解
釈
に

あ
た
っ
て
は
、
取
引
慣
行
の
み
を
考
慮
し
た
解
釈
で
は
不
十
分
で
、
公
益
適
合
性
や
法
律
適
合
性
の
原
理
を
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
の
規
定
が
複
数
の
解
釈
の
可
能
性
を
残
し
て
い
る
場
合
、
信
義
則
に
従
い
、
法
に
適
っ
た
解
釈

が
優
先
的
に
採
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
公
益
な
い
し
公
共
の
福
祉
に
反
す
る
よ
う
な
解
釈
方
法
が
採
ら
れ
で
は
な
ら
な
い
の
で
あ

(
日
)

る。

北法53(2・71)323

同
じ
こ
と
は
、
「
故
意
・
過
失
責
任
」
を
規
律
す
る
民
法
典
の
第
二
七
六
条
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
こ
の
規
定
は
、
故
意
・
過
失
が
あ
る

(
日
山
)

場
合
に
の
み
債
務
不
履
行
責
任
が
生
じ
る
こ
と
、
ま
た
過
失
の
認
定
に
あ
た
っ
て
は
取
引
慣
行
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
を
規
律
す
る
。



説

ク
ナ
ッ
ク
及
、
ぴ
オ
ー
バ
ー
マ
イ
ヤ
l
は
、
こ
の
規
定
が
公
法
契
約
の
債
務
不
履
行
に
も
準
用
さ
れ
る
こ
と
を
一
応
は
肯
定
し
て
い
る
。
し

か
し
彼
等
は
、
私
益
の
追
求
が
行
わ
れ
る
民
事
契
約
と
は
対
照
的
に
、
公
益
適
合
性
や
法
律
適
合
性
原
理
に
服
す
公
法
契
約
の
場
合
、
行
政

庁
に
要
求
さ
れ
る
注
意
義
務
の
レ
ヴ
ェ
ル
は
、
履
行
さ
れ
る
任
務
に
応
じ
て
個
別
に
高
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
過
失
の
認

定
は
単
に
取
引
慣
行
を
考
慮
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
述
べ
、
行
政
側
の
過
失
が
問
題
と
な
る
限
り
で
、
こ
の
民
法
典
規
定
を
そ
の
ま
ま

(
げ
)

準
用
す
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。

ラ企ha岡

民
法
典
第
八
二
一
条
以
下
(
不
当
利
得
)

給
付
の
法
的
根
拠
と
な
っ
た
公
法
契
約
が
、
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
五
九
条
に
よ
り
無
効
と
評
価
さ
れ
た
場
合
や
、
意
思
表
示
の
取
消
し

ゃ
解
除
に
よ
り
無
効
と
な
っ
た
場
合
、
契
約
に
基
づ
い
て
既
に
提
供
さ
れ
た
給
付
は
法
的
根
拠
を
失
い
、
こ
こ
に
「
(
公
法
上
の
)
不
当
利

(
同
)

得
」
が
生
じ
る
。
問
題
は
、
「
不
当
利
得
に
関
す
る
民
法
典
の
規
定
(
民
法
典
第
八
二
一
条
以
下
)
を
、
公
法
上
の
不
当
利
得
に
準
用
す
る

こ
と
が
可
能
か
」
で
あ
る
。

結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
ド
イ
ツ
の
学
説
・
判
例
は
、
右
の
民
法
典
規
定
の
準
用
に
否
定
的
で
あ
る
。
例
え
ば
カ
ッ
セ
ル
上
級
行
政
裁
判

(
m
w
)
 

所
の
一
九
九
O
年
七
月
一
七
日
判
決
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
一
般
に
、
公
法
の
独
自
の
制
度
と
み
な
さ
れ
て
い
る
公
法
上
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
前
提
要
件
が
、
民
法
典
第
八
一
二
条
が
規
律

す
る
私
法
上
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
前
提
要
件
と
符
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
見
解
の
一
致
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
民
法
典
第

八
一
二
条
の
請
求
権
〔
私
法
上
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
l
筆
者
註
|
〕
に
関
連
す
る
そ
の
他
の
私
法
上
の
規
定
は
、
こ
れ
を
安
易
に
公

北法53(2・72)324



法
上
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
特
に
、
民
法
典
第
八
一
八
条
の
第
三
項
と
第
四
項
、
同
第
八
一

九
条
の
第
一
項
に
つ
い
て
言
え
る
。
〔
公
法
と
私
法
と
の
間
の
|
筆
者
註
〕
異
な
っ
た
利
益
状
況
が
根
拠
と
な
っ
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を

公
法
上
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
に
準
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
〔
中
略
〕
民
法
典
第
八
一
四
条
は
、
同
第
八
一
八
条
の
第
三
項
と
第

四
項
、
同
第
八
一
九
条
の
第
一
項
と
並
ん
で
、
公
法
に
は
転
用
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
利
益
価
値
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
公
権
力
は
、
行

政
の
法
律
適
合
性
の
原
則
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
公
権
力
の
関
心
は
、
法
的
根
拠
も
な
く
生
じ
た
財
産
変
動
を
除
去
し
、
適
法
な
状

態
を
再
び
回
復
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」

つ
ま
り
判
例
は
、
公
法
と
私
法
の
異
な
っ
た
利
益
状
況
を
理
由
に
、
民
法
典
に
規
律
さ
れ
た
不
当
利
得
規
定
を
安
易
に
公
法
上
の
不
当
利

得
に
転
用
す
る
こ
と
に
消
極
的
態
度
を
一
不
し
つ
つ
、
公
法
と
私
法
に
ま
た
が
る
法
の
一
般
原
則
を
規
律
し
た
民
法
典
第
八
一
二
条
に
つ
い
て

(
初
)

は
、
公
法
上
の
不
当
利
得
へ
の
準
用
を
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
学
説
も
同
じ
で
あ
る
。
判
例
・
学
説
上
、
公
法
上
の
不
当
利
得

(
幻
)

へ
の
準
用
を
肯
定
さ
れ
る
民
法
典
第
八
一
二
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。

行政契約の法理論(5・完)

「
民
法
典
第
八
一
二
条

原
則

(
一
)
法
律
上
の
原
因
な
く
他
人
の
給
付
又
は
そ
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
そ
の
他
人
の
損
失
に
よ
り
あ
る
も
の
を
取
得
す
る
者
は
、
そ
の

他
人
に
対
し
て
返
還
義
務
を
負
う
。
こ
の
義
務
は
、
法
律
上
の
原
因
が
後
に
消
滅
し
、
又
は
法
律
行
為
の
内
容
に
従
え
ば
、
給
付
が

目
的
と
し
た
結
果
が
生
じ
な
い
場
合
に
も
生
じ
る
。
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(
二
)
債
権
関
係
の
存
否
を
契
約
に
よ
っ
て
承
認
す
る
こ
と
も
、
給
付
と
み
な
す
。
」



説

問
題
は
、
先
の
判
例
に
よ
り
準
用
を
否
定
さ
れ
た
民
法
典
の
第
八
一
四
条
、
同
第
八
一
八
条
の
第
三
項
と
第
四
項
、
そ
し
て
同
第
八
一
九

条
第
一
項
の
内
容
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
公
法
契
約
へ
の
準
用
を
否
定
さ
れ
る
理
由
で
あ
る
。

[
ニ
民
法
典
第
八
一
四
条
の
準
用
可
能
性

(n) 

判
例
上
、
公
法
契
約
へ
の
準
用
を
否
定
さ
れ
る
民
法
典
第
八
一
四
条
は
、
「
非
債
弁
済
」
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。

北法53(2・74)326

論

「
民
法
典
第
八
一
四
条
非
債
弁
済

給
付
者
が
給
付
に
つ
き
義
務
を
負
っ
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
場
合
、
又
は
給
付
が
道
徳
上
の
義
務
若
し
く
は
儀
礼
を
考
慮
し

た
も
の
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
債
務
の
履
行
の
た
め
に
給
付
し
た
も
の
は
、
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」

徳
義
上
の
義
務

前
出
の
カ
ツ
セ
ル
上
級
裁
判
所
と
同
様
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
プ
フ
ア
ル
ツ
上
級
行
政
裁
判
所
の
一
九
九
一
年
十
一
月
二
八
日
判
決
も
ま
た
、

(
お
)

右
の
民
法
典
規
定
の
公
法
契
約
へ
の
準
用
を
否
定
し
て
い
る
。
本
件
の
事
実
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
り
、
行
政
側
の
不
当
利
得
に
対
し

て
、
私
人
が
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
行
使
し
た
事
例
で
あ
る
。

「
原
告
は
、
建
築
を
目
的
と
し
た
土
地
分
割
の
許
可
を
付
与
す
る
よ
う
、
建
設
監
督
庁
に
対
し
申
請
を
行
っ
た
。
被
告
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
、

土
地
分
割
の
許
可
を
付
与
す
る
こ
と
を
約
束
し
つ
つ
、
二
五
0
0
0
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
支
払
い
を
要
求
し
た
。
原
告
は
こ
れ
に
差
し
当
た

り
合
意
し
、
被
告
と
の
間
で
か
か
る
内
容
で
の
公
法
契
約
を
締
結
し
た
。
原
告
は
右
の
金
銭
を
支
払
い
、
土
地
分
割
の
許
可
を
得
た
後
、

そ
の
払
い
戻
し
を
要
求
し
た
。



判
決
は
、

法
律
上
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
土
地
分
割
の
許
可
を
、

経
済
的
反
対
給
付
の
提
供
に
依
存
せ
し
め
る
本
件
契
約
は
、

連
結
禁

止
原
則

(
特
に
行
政
手
続
法
の
第
五
六
条
第
三
項
)

に
違
反
す
る
と
し
、

こ
の
契
約
の
無
効
を
宣
言
し
た
。
契
約
が
無
効
と
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、

契
約
に
基
づ
い
て
原
告
が
提
供
し
て
い
た
二
五
0
0
0
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
が
(
公
法
上
の
)
不
当
利
得
と
な
っ
た
が
、

ゲ
マ
イ
ン
デ
は
、
原
告
が
法
律
上
の
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
右
金
銭
を
提
供
し
た
旨
を
主
張
し
、

被
告
(
返

還
義
務
者
)

民
法
典
第

人
一
四
条
(
非
債
弁
済
)
を
援
用
し
て
、
右
金
銭
の
返
還
に
異
議
を
唱
え
た
。
」
(
傍
点
筆
者
)

(μ) 

判
決
は
、
公
法
上
の
不
当
利
得
返
還
請
求
に
お
い
て
、
行
政
権
に
よ
る
民
法
典
第
八
一
四
条
の
援
用
を
否
定
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

行政契約の法理論(5・完)

「
原
告
が
当
初
か
ら
契
約
の
無
効
を
認
識
し
て
い
た
旨
の
法
的
状
況
は
、
決
定
的
に
重
要
な
事
項
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
本
件
の
ご

と
く
、
公
権
力
の
担
い
手
に
対
す
る
支
配
従
属
関
係
に
お
い
て
、
法
的
根
拠
の
な
い
市
民
に
よ
る
給
付
の
返
還
が
問
題
と
な
る
場
合
、
公

法
上
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
に
民
法
典
の
第
八
一
四
条
を
準
用
す
る
余
地
は
無
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
述
べ

る
考
慮
が
働
い
て
い
る
。

公
法
上
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
は
、
民
法
典
第
八
一
二
条
以
下
の
準
用
に
依
拠
す
る
の
で
は
な
く
、
公
法
の
独
自
の
制
度
に
従
う
。

こ
の
こ
と
は
数
十
年
以
来
、

一
般
的
な
法
的
確
信
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
聞
に
慣
習
法
上
確
立
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
公
法
上
の
不
当
利
得

返
還
請
求
権
の
構
成
要
件
と
私
法
上
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
構
成
要
件
が
本
質
的
に
は
一
致
す
る
と
し
て
も
、
民
法
典
第
八
二
一
条

以
下
に
お
い
て
法
律
上
現
れ
て
い
る
各
個
別
規
定
の
公
法
へ
の
適
用
は
、
民
法
典
第
八
二
一
条
以
下
の
個
別
規
定
が
、
全
体
的
な
法
に
妥

当
す
る
一
般
的
な
基
本
原
別
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。

民
法
典
第
八
一
四
条
は
、
右
で
述
べ
た
一
般
的
法
原
則
で
は
な
い
。
こ
の
規
定
が
前
提
と
し
て
い
る
の
は
、
実
際
に
存
在
し
も
し
な
い

北法53(2・75)327



説

義
務
を
履
行
す
る
こ
と
を
、
原
則
と
し
て
属
行
者
に
任
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
履
行
者
が
、
給
付
を
義
務
づ
け
ら
れ
な
い
旨
を
認
識

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
が
後
に
な
っ
て
受
領
者
に
対
し
て
再
び
返
還
請
求
を
す
る
な
ら
、
彼
は
自
ら
の
行
為
と
矛
盾
す
る
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
民
法
典
の
第
八
一
四
条
は
、
信
頼
保
護
を
特
別
に
示
し
た
規
定
で
あ
る
。
存
在
し
な
い
義
務
の
履
行
に

つ
い
て
、
そ
れ
を
知
り
つ
つ
提
供
さ
れ
た
給
付
の
受
領
者
は
、
彼
が
給
付
を
保
持
し
う
る
旨
を
原
則
と
し
て
信
頼
し
う
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
行
政
に
対
す
る
市
民
の
公
法
上
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
に
お
い
て
は
、
当
該
基
本
原
則
は
調
和
し
な
い
。
公
権
力
は
、
行

政
の
法
律
適
合
性
原
理
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
関
心
は
、
法
的
根
拠
な
し
に
生
じ
た
財
産
変
動
を
除
去
し
、
適
法
な
状
態
を
回

復
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
律
適
合
性
の
原
則
は
、
公
権
力
が
自
ら
法
的
根
拠
も
な
く
、
何
ら
か
の
も
の
を
獲
得

し
た
場
合
に
も
ま
た
妥
当
す
る
。
故
に
違
法
に
要
求
さ
れ
た
財
産
的
利
得
を
返
還
請
求
か
ら
守
る
公
権
力
の
信
頼
な
ど
、
も
と
よ
り
保
護

に
値
し
な
い
。
」

自命

注
目
す
べ
き
点
は
、
右
の
判
決
が
、
民
法
典
第
八
一
四
条
の
公
法
上
の
不
当
利
得
へ
の
準
用
を
否
定
す
る
際
、
ー
前
出
の
カ
ツ
セ
ル
上
級

行
政
裁
判
所
判
決
と
同
じ
く
ー
、
「
行
政
の
法
律
適
合
性
原
理
」
を
考
慮
し
た
こ
と
で
あ
る
。
判
決
は
、
契
約
が
無
効
と
な
っ
た
以
上
、
相

手
方
私
人
が
「
非
債
弁
済
」
を
し
た
か
否
か
に
関
係
な
く
、
法
律
関
係
を
も
と
の
適
法
状
態
に
戻
す
必
要
が
あ
る
と
し
、
行
政
サ
イ
ド
に
よ

(
お
)

る
民
法
典
第
八
一
四
条
の
援
用
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

[
二
]
民
法
典
第
八
一
八
条
第
三
項
の
準
用
可
能
性

次
に
、
判
例
に
お
い
て
、
公
法
上
の
不
当
利
得
へ
の
準
用
が
否
定
さ
れ
て
い
る
民
法
典
の
第
八
一
八
条
第
三
項
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

我
が
国
の
民
法
第
七
O
コ
一
条
に
相
当
す
る
ド
イ
ツ
民
法
典
第
八
一
八
条
第
三
項
は
、
「
不
当
利
得
に
つ
き
善
意
の
受
領
者
」
を
保
護
す
る
規
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(
お
)

定
で
あ
る
。

「
民
法
典
第
八
一
八
条
第
三
項

受
領
者
は
、
利
得
が
現
存
し
て
い
な
い
限
度
に
お
い
て
、
返
還
又
は
価
格
賠
償
の
義
務
を
免
れ
る
。
」

不
当
利
得
に
お
い
て
は
、
受
け
た
利
益
を
そ
の
ま
ま
返
還
す
る
の
が
原
別
で
あ
る
が
、
不
当
利
得
に
つ
き
善
意
の
受
領
者
に
つ
い
て
は
、

そ
の
信
頼
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
民
法
典
の
第
八
一
八
条
第
三
項
は
、
現
存
す
る
利
得
に
つ
い
て
の
み
返
還
な
い
し
価
格
賠
償
義

(
幻
)

務
を
負
わ
せ
る
こ
と
と
し
、
返
還
義
務
の
範
囲
を
限
定
し
て
い
る
。

ま
ず
、
私
人
の
不
当
利
得
に
対
し
て
行
政
権
が
返
還
請
求
権
を
行
使
し
た
場
合
、
返
還
義
務
者
た
る
私
人
が
不
当
利
得
に
つ
き
善
意
で
あ

る
限
り
、
そ
の
返
還
義
務
は
現
存
利
得
に
ま
で
軽
減
さ
れ
る
。
民
法
典
第
八
一
八
条
第
三
項
が
、
公
法
上
の
不
当
利
得
へ
準
用
さ
れ
る
こ
と

(
お
)

を
一
般
に
否
定
す
る
前
出
の
カ
ツ
セ
ル
上
級
行
政
裁
判
所
も
、
そ
れ
を
認
め
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

行政契約の法理論(5・完)

「
通
常
、
私
的
な
信
頼
利
益
が
、
法
律
に
合
致
す
る
財
産
状
況
を
回
復
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
公
益
を
凌
駕
す
る
場
合
に
限
り
、
市
民
の

返
還
義
務
は
な
く
な
る
。
」

問
題
は
、
行
政
権
の
不
当
利
得
に
対
し
て
私
人
が
返
還
請
求
権
を
行
使
し
た
場
合
に
、
不
当
利
得
に
つ
き
善
意
の
行
政
権
が
、
そ
の
返
還

義
務
を
現
存
利
得
に
ま
で
軽
減
さ
れ
う
る
の
か
で
あ
る
。

前
出
の
カ
ツ
セ
ル
上
級
行
政
裁
判
所
は
、
「
行
政
の
法
律
適
合
性
の
原
理
」
を
理
由
に
そ
れ
を
否
定
し
た
が
、
学
説
も
右
の
判
例
理
論
を
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説

(
ぬ
)
(
初
)

一
般
に
支
持
し
、
行
政
権
に
よ
る
民
法
典
第
八
一
八
条
第
三
項
の
援
用
を
否
定
し
て
い
る
。
例
え
ば
ス
パ
ノ
ヴ
ス
キ
l
は
次
の
よ
う
に
吾
一
尽
つ
。

告ム
白岡

「
連
結
禁
止
原
則
や
過
剰
規
制
禁
止
原
則
に
違
反
し
て
無
効
と
な
っ
た
契
約
は
、
通
常
、
受
領
さ
れ
た
給
付
が
事
実
上
可
能
な
限
り
で

|
返
還
さ
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
解
消
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
行
政
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
法
律
適
合
性
の
原
則
の
結
果
で
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あ
る
。
行
政
は
、
こ
の
義
務
が
根
拠
と
な
っ
て
、
利
得
消
滅
の
思
想
に
基
づ
き
、
民
法
典
第
八
一
八
条
第
三
項
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
あ
る
o
」

ヲ
己
民
法
典
第
八
一
八
条
第
四
項
・
同
第
八
一
九
条
第
一
項
の
準
用
可
能
性

最
後
に
、
民
法
典
の
第
八
一
八
条
第
四
項
と
、
同
第
八
一
九
条
第
一
項
の
準
用
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
民
法
典
第
八
一
九
条
の

第
一
項
は
、
「
訴
訟
継
続
後
に
お
け
る
受
領
者
」
と
、
「
不
当
利
得
に
つ
き
悪
意
の
受
領
者
」
の
責
任
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
訴
訟
継
続
後
の
受
領
者
は
、
不
当
利
得
に
つ
き
悪
意
の
受
領
者
と
同
じ
責
任
を
負
う
。
訴
訟
継
続
後
の
受
領
者
は
、
場
合
に
よ
る
と
利

得
し
た
も
の
を
返
還
す
べ
き
義
務
を
負
う
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
、
不
当
利
得
に
つ
き
悪
意
の
受
領
者
に
準
ず
る

(
幻
)

立
場
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
民
法
典
の
第
八
一
九
条
第
一
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

「
民
法
典
第
八
一
九
条
第
一
項

受
領
者
は
、
法
律
上
の
原
因
の
欠
如
を
受
領
の
時
に
知
っ
て
い
た
と
き
、
又
は
そ
の
後
に
知
っ
た
と
き
は
、
受
領
の
時
又
は
悪
意
と

な
っ
た
と
き
か
ら
、
返
還
請
求
権
が
訴
訟
継
続
を
生
じ
た
の
と
同
様
の
返
還
義
務
を
負
う
。
」



不
当
利
得
に
つ
き
悪
意
の
受
領
者
と
、
訴
訟
継
続
後
の
受
領
者
の
法
的
責
任
に
つ
い
て
は
、
民
法
典
第
八
一
八
条
の
第
四
項
が
存
在
し
、

(
明
記
)

次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

「
民
法
典
第
八
一
八
条
第
四
項

訴
訟
継
続
の
時
点
か
ら
、
受
領
者
は
一
般
原
則
に
従
っ
て
責
任
を
負
う
o
」

こ
こ
で
、
不
当
利
得
に
つ
き
悪
意
の
受
領
者
と
、
(
悪
意
に
準
じ
る
)
訴
訟
継
続
後
の
受
領
者
の
法
的
責
任
の
範
囲
は
、
以
下
の
四
点
に

(
お
)

渡
る
。ま
ず
受
領
者
は
、
悪
意
時
な
い
し
訴
訟
継
続
時
よ
り
、
現
存
利
益
の
消
滅
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
二
に
、
返
還
す
べ
き
金
銭
債
務
に
つ
い
て
、
訴
訟
継
続
時
な
い
し
悪
意
時
よ
り
四
%
の
利
息
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
に
、
訴
訟
継
続
時
な
い
し
悪
意
時
よ
り
、
自
己
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
客
体
の
滅
失
、
段
損
、
そ
の
他
の
返
還
不
能
に
よ

行政契約の法理論(5・完)

り
生
じ
た
損
害
に
つ
き
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
に
、
実
際
に
取
得
し
た
収
益
の
み
な
ら
ず
、
過
失
に
よ
っ
て
取
得
し
な
か
っ
た
収
益
を
も
返
還
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

前
出
の
カ
ツ
セ
ル
上
級
行
政
裁
判
所
は
、
「
行
政
の
法
律
適
合
性
原
理
」
を
理
由
に
、
右
一
一
つ
の
民
法
典
規
定
の
準
用
を
否
定
し
た
が
、

(
鈍
)

こ
れ
に
対
し
て
学
説
の
中
に
は
、
右
の
判
例
理
論
を
批
判
す
る
者
が
い
る
。
例
え
ば
ウ
レ
と
ラ
ウ
ピ
ン
ガ

l
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
民
法
典
第
八
一
八
条
の
第
四
項
、
同
第
八
一
九
条
の
準
用
に
お
い
て
、

ー
返
還
義
務
者
が
契
約
の
無
効
を
認
識
し
た
時
点
で
、
利
得
が
消
滅
し
て
い
る
場
合
、
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説

返
還
義
務
者
が
、
返
還
さ
れ
る
べ
き
給
付
を
受
領
す
る
こ
と
に
よ
り
、
民
法
典
第
一
三
四
条
の
意
味
で
の
法
律
の
禁
止
や
、
民
法

典
第
一
三
八
条
の
公
序
良
俗
に
違
反
す
る
場
合
(
民
法
典
第
八
一
九
条
第
二
項
)
、

ー
不
当
利
得
返
還
請
求
権
が
訴
訟
継
続
に
な
っ
た
後
に
、
不
当
利
得
が
喪
失
し
た
場
合
、

に
は
、
返
還
義
務
者
は
利
得
消
滅
を
緩
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」

論

不
当
利
得
に
つ
き
悪
意
の
受
領
者
|
及
び
悪
意
に
準
ず
る
訴
訟
継
続
後
の
受
領
者
l
に
つ
い
て
は
、
「
信
頼
利
益
」
な
ど
考
慮
す
る
必
要

は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
返
還
義
務
者
が
行
政
か
私
人
か
を
問
わ
ず
、
不
当
利
得
分
は
全
て
返
還
さ
せ
て
も
問
題
は
な
く
、
む
し
ろ
「
行
政

の
法
律
適
合
性
原
理
」
は
、
そ
れ
を
強
く
要
請
す
る
。
実
際
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
今
村
成
和
・
石
井
昇
・
木
村
弘
之
亮
教
授
等
は
、
い

ず
れ
も
ド
イ
ツ
民
法
典
第
八
一
八
条
の
第
四
項
に
相
当
す
る
、
日
本
民
法
の
第
七
O
四
条
が
、
行
政
上
の
不
当
利
得
に
準
用
さ
れ
る
旨
を
肯

(
お
)

定
し
、
右
に
見
た
ウ
レ
・
ラ
ウ
ピ
ン
ガ

l
見
解
を
支
持
し
て
い
る
。

第
四
節

契
約
自
由
の
原
則
及
び
私
的
自
治
の
原
則

他
方
、
「
民
事
契
約
法
と
の
比
較
に
お
け
る
公
法
契
約
法
の
理
論
的
特
色
」
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
さ
ら
に
、
民
事
契
約
と
の
関
係
で
常

に
議
論
さ
れ
て
き
た
「
契
約
自
由
の
原
則
」
や
「
私
的
自
治
の
原
則
」
と
、
公
法
契
約
と
の
関
係
が
解
明
さ
れ
る
必
要
性
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
公
法
契
約
は
、
行
政
の
「
法
律
適
合
性
原
理
」
や
「
公
益
適
合
性
原
理
」
を
理
由
に
、
そ

の
内
容
形
成
の
自
由
と
い
う
観
点
か
ら
し
て
広
範
に
制
約
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
民
事
契
約
の
場
合
、
公
序
良
俗
や
法
律
の
禁
止
、
強

行
法
規
等
に
違
反
す
る
場
合
は
別
と
し
て
、
契
約
の
内
容
は
当
事
者
の
自
己
決
定
に
委
ね
ら
れ
(
私
的
自
治
の
原
則
)
、
こ
こ
に
「
契
約
の
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自
由
の
原
則
」
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
点
、
公
法
契
約
の
場
合
も
、
|
個
別
の
法
律
が
行
政
に
対
す
る
契
約
締
結
強
制
を
命
じ
て
い
る
場
合
は
別
と
し
て
、
行
政
主
体
と

私
人
は
と
も
に
、
「
契
約
を
締
結
す
る
か
否
か
」
を
決
定
す
る
自
由
を
持
つ
。
し
か
し
本
稿
で
も
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、
公
法
契
約
は
書
面

形
式
を
義
務
づ
け
ら
れ
(
連
邦
行
政
手
続
法
第
五
七
条
)
、
ま
た
契
約
の
交
渉
手
続
に
お
い
て
は
、
民
事
契
約
に
は
見
ら
れ
な
い
特
別
な
法

原
理
と
し
て
、
行
政
庁
の
職
権
探
知
義
務
(
連
邦
行
政
手
続
法
第
二
四
条
)
や
教
示
・
情
報
提
供
義
務
(
連
邦
行
政
手
続
法
第
二
五
条
)
な

ど
が
妥
当
し
て
い
る
。
さ
ら
に
公
法
契
約
は
、
公
序
良
俗
や
法
律
の
禁
止
、
強
行
法
規
に
違
反
で
き
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
連
結
禁
止
原

則
や
比
例
原
則
(
連
邦
行
政
手
続
法
第
五
六
条
)
な
ど
と
い
っ
た
、
憲
法
原
理
を
具
体
化
し
た
連
邦
行
政
手
続
法
の
公
法
契
約
規
定
の
規
制

を
受
け
、
契
約
内
容
の
決
定
に
関
す
る
当
事
者
の
自
由
は
、
民
事
契
約
に
比
べ
、
狭
く
限
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
、
公
法
契
約
と
契
約
自
由
の
原
則
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
議
論
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
公
法
契
約
に
は
l
民
事
契
約
よ
り
も
狭

く
限
定
さ
れ
た
契
約
の
自
由
が
あ
る
」
と
主
張
す
る
者
が
存
在
す
る
一
方
、
「
公
法
契
約
に
は
、
契
約
の
自
由
な
ど
存
在
し
な
い
」
と
主

張
す
る
者
も
ま
た
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
「
契
約
自
由
の
原
則
」
及
び
「
私
的
自
治
の
原
則
」
と
、
公
法
契
約
の
関
係
を
め
ぐ

る
ド
イ
ツ
の
行
政
法
学
説
の
動
向
を
紹
介
し
よ
う
。

行政契約の法理論(5・完)

肯
定
説

ド
イ
ツ
の
行
政
法
学
説
の
中
に
は
、
公
法
契
約
に
お
け
る
契
約
自
由
の
原
則
の
妥
当
性
を
肯
定
す
る
者
が
存
在
す
る
。
そ
の
代
表
が
ゲ
ル

(
お
)

ト
ナ
l
(
U
色
町
内
。
。

-as円
)
で
あ
る
。
彼
は
「
行
政
法
に
お
け
る
法
律
適
合
性
と
契
約
の
自
由
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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説

「
行
政
法
の
ド
グ
マ

i
テ
イ
ク
は
、
(
全
て
個
々
的
な
制
約
に
留
保
さ
れ
つ
つ
も
)
行
政
の
自
由
、
契
約
の
自
由
が
存
在
す
る
と
い
う
基

本
原
則
に
反
対
す
る
、
そ
の
か
た
く
な
な
態
度

(
F
8
2
0
)
を
放
棄
す
べ
き
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
契
約
当
事
者
た
る
行
政
に
根
付
く

公
法
上
の
契
約
の
自
由
は
、
行
政
活
動
に
妥
当
す
る
あ
ら
ゆ
る
限
界
の
範
囲
内
で
の
み
存
在
す
る
。
こ
こ
で
あ
ら
ゆ
る
行
政
活
動
に
妥

当
す
る
限
界
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
憲
法
原
理
や
行
政
原
理
と
並
ん
で
、
特
に
、
義
務
に
適
っ
た
裁
量
の
原
理
で
あ
る
。
他
方
、
こ

う
し
た
現
行
法
上
の
諸
原
理
に
よ
る
制
約
の
事
実
は
、
た
だ
単
に
、
公
法
上
の
契
約
の
自
由
を
私
法
上
の
契
約
の
自
由
か
ら
分
か
つ
に

過
ぎ
な
い
。
と
い
う
の
も
我
々
は
、
私
法
上
の
契
約
の
自
由
に
お
い
て
も
各
法
領
域
に
特
有
の
限
界
を
見
い
だ
す
か
ら
で
あ
る
。
物
権

法
、
家
族
法
、
相
続
法
に
お
い
て
は
類
型
強
制
が
存
在
す
る
。
ま
た
個
々
の
労
働
契
約
の
内
容
は
労
働
協
約
に
よ
り
事
前
に
決
定
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
例
え
ば
価
格
拘
束
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
法
律
規
定
に
よ
っ
て
私
法
上
の
契
約
は
制
限
さ
れ
て
い
る
。
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〔
中
略
〕
民
事
上
の
契
約
の
自
由
と
公
法
上
の
契
約
の
自
由
を
一
般
的
な
契
約
の
自
由
に
統
一
す
る
な
ら
、
契
約
の
自
由
と
私
的
自
治

は
明
ら
か
に
二
つ
の
切
り
離
さ
れ
た
領
域
と
な
る
。
契
約
の
自
由
の
外
に
私
的
自
治
が
存
在
す
る
様
に
(
一
方
的
な
法
律
行
為
)
、
契
約

の
で
あ
り
、
ま
た
最
後
に
、
私
的
自
治
と
契
約
の
自
由
と
が

の
自
由
も
ま
た
私
的
自
治
の
外
で
存
在
す
る
(
行
政
庁
の
契
約
の
自
由
)

完
全
に
重
な
る
領
域
も
ま
た
存
在
す
る
(
民
事
法
上
の
契
約
の
自
由
、
私
的
な
契
約
相
手
方
の
公
法
上
の
契
約
の
自
由
)
。
」

つ
ま
り
ゲ
ル
ト
ナ
!
は
、
「
契
約
自
由
の
原
則
」
と
「
私
的
自
治
の
原
則
」
が
常
に
結
合
・
連
動
す
る
と
は
考
え
な
い
。
「
私
的
自
治
の
原

則
が
妥
当
す
る
か
否
か
」
に
関
係
な
く
、
「
契
約
自
由
の
原
則
」
の
妥
当
を
肯
定
す
る
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
る
と
、
「
公
法
契
約
に
関
与
し
た

私
人
」
に
は
、
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
決
定
権
が
存
在
し
、
こ
こ
に
「
私
的
自
治
の
原
則
」
と
共
に
、
「
l
私
的
自
治
の
一
側
面
と
し
て
の

|
契
約
自
由
の
原
則
」
が
妥
当
す
る
。
他
方
、
「
公
法
契
約
に
関
与
し
た
行
政
主
体
」
に
つ
い
て
は
、
「
私
的
自
治
の
原
則
」
は
妥
当
し
・
な
い

も
の
の
、
(
狭
く
限
定
さ
れ
た
範
囲
内
で
)
契
約
内
容
を
決
定
す
る
自
由
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
同
じ
く
、
「
契
約
自
由
の
原



則
」
が
妥
当
す
る
の
で
あ
る
。

否
定
説

こ
れ
に
対
し
ク
レ
プ
ス
は
、
右
の
ゲ
ル
ト
ナ
l
の
見
解
を
批
判
す
る
。
ク
レ
プ
ス
に
よ
れ
ば
、
「
私
的
自
治
の
原
則
」
が
妥
当
し
な
い
行

(
幻
)

政
主
体
に
は
、
「
契
約
自
由
の
原
則
」
も
ま
た
妥
当
し
得
な
い
。
彼
は
「
契
約
自
由
の
原
則
」
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
契
約
の
自
由
は
私
的
自
治
の
一
側
面
で
あ
る
。
我
々
は
、
個
人
の
意
思
に
よ
り
法
律
関
係
が
自
己
形
成
さ
れ
る
原
理
の
こ
と
を
私
的
自

治
と
呼
ん
で
い
る
。
〔
中
略
〕
契
約
の
自
由
は
、
契
約
の
自
由
で
は
な
く
、
契
約
締
結
者
の
自
由
で
あ
る
。
契
約
の
自
由
は
、
契
約
の
自

由
そ
れ
自
身
の
た
め
に
で
は
な
く
、
契
約
締
結
者
の
た
め
に
、
基
本
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
特
に
|
基
本
法
の

第
一
二
条
第
一
項
、
同
第
一
四
条
第
一
項
、
同
第
九
条
第
一
項
、
同
第
二
条
第
一
項
と
い
っ
た
l
基
本
権
の
行
使
は
、
基
本
権
の
担
い
手

行政契約の法理論(5・完)

の
た
め
に
、
自
己
決
定
に
よ
る
(
私
的
自
治
に
よ
る
)
自
由
の
行
使
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
次
々
に
法
律
関
係
に
入
る
可
能
性
を
前
提

と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
各
基
本
権
が
、
自
律
的
活
動
と
し
て
の
基
本
権
的
自
由
の
行
使
を
.
可
能
に
す
る
(
私
)
法
規
範
の
構
造
を
制

度
的
に
保
障
し
て
い
る
限
り
で
、
基
本
権
的
自
由
は
私
法
秩
序
を
創
造
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
た
だ
基
本
権
主
体
と
い
う
観
点
か
ら
、
私
的

自
治
と
私
法
、
契
約
と
契
約
の
自
由
と
い
う
派
生
関
係
に
は
、
内
的
必
然
性
が
本
来
的
に
備
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
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す
な
わ
ち
ク
レ
プ
ス
に
よ
れ
ば
、
「
契
約
自
由
の
原
則
」
は
「
私
的
自
治
の
原
則
」
の
一
側
面
で
あ
り
、
「
私
的
自
治
の
原
則
」
が
妥
当
し

な
い
場
面
で
は
、
「
契
約
自
由
の
原
則
」
な
ど
問
題
に
な
り
得
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
「
私
的
自
治
の
原
則
が
妥
当
す
る
か
否
か
」
は
、
「
契



説

約
自
由
の
原
則
が
妥
当
す
る
か
否
か
」
を
判
別
す
る
た
め
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
。
問
題
は
「
私
的
自
治
の
原
則
」
の
概
念
で
あ
る
が
、

ク
レ
プ
ス
は
こ
れ
を
、
「
基
本
権
の
享
有
主
体
が
、
自
由
権
を
行
使
し
、
自
律
的
に
法
律
関
係
を
規
律
す
る
現
象
」
と
理
解
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
「
基
本
権
の
享
有
主
体
性
の
有
無
」
は
、
「
私
的
自
治
の
原
則
が
妥
当
す
る
か
否
か
」
を
判
断
す
る
た
め
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
り
、
結

局
「
契
約
自
由
の
原
則
が
妥
当
す
る
か
否
か
」
を
判
断
す
る
た
め
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
も
あ
る
。

彼
は
、
「
基
本
権
の
享
有
主
体
性
」
、
「
私
的
自
治
の
原
則
」
、
そ
し
て
「
契
約
自
由
の
原
則
」
の
関
係
を
こ
の
よ
う
に
理
解
し
た
上
で
、
公

法
契
約
と
「
契
約
自
由
の
原
則
」
の
関
係
を
検
討
し
、
公
法
契
約
に
関
与
し
た
「
行
政
主
体
」
が
、
「
基
本
権
の
享
有
主
体
性
」
を
否
定
さ

(
お
)

れ
る
こ
と
を
理
由
に
、
「
私
的
自
治
の
原
則
」
の
妥
当
性
を
否
定
し
、
結
局
、
「
私
的
自
治
の
原
則
の
一
側
面
た
る
契
約
自
由
の
原
則
」
の
妥

(
ぬ
)

当
性
を
も
否
定
し
た
。
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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「
基
本
権
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
自
己
決
定
の
可
能
性
と
い
う
意
味
で
の
契
約
の
自
由
は
、
そ
れ
が
基
本
権
の
主
体
た
り
う
る
限
り
で
の

み
、
高
権
主
体
に
帰
属
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
高
権
主
体
が
基
本
権
の
主
体
た
り
得
る
か
、
ど
の
程
度
で
高
権
主
体
が
基
本
権
の
主
体
た
り

う
る
の
か
は
、
意
見
が
対
立
し
た
状
況
で
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
確
立
し
た
判
例
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
原
則
と
し
て

否
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
《
人
の
自
己
決
定
と
い
う
一
般
原
理
の
一
部
分
》
と
し
て
の
私
的
自
治
は
、
契
約
を
締
結
す
る
公
行
政
の

担
い
手
に
は
帰
属
し
な
い
。
そ
れ
は
、
行
政
主
体
が
私
法
契
約
と
い
う
法
形
式
を
使
、
っ
か
、
公
法
契
約
と
い
う
法
形
式
を
使
う
か
に
関
係

な
い
。
」

公
法
契
約
に
お
け
る
契
約
自
由
の
原
則
の
妥
当
性
を
め
ぐ
る
肯
定
説
(
ゲ
ル
ト
ナ
i
)
と
否
定
説
(
ク
レ
プ
ス
)
の
対
立
は
、
「
私
的
自

治
の
原
則
と
契
約
自
由
の
原
則
の
関
係
」
を
め
ぐ
る
理
解
の
違
い
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
基
本
権
の
享
有
主
体
性
を
否
定
さ
れ



る
行
政
主
体
が
、
憲
法
及
び
そ
れ
を
一
部
具
体
化
し
た
連
邦
行
政
手
続
法
公
法
契
約
規
定
の
制
約
を
受
け
つ
つ
も
、
契
約
内
容
等
を
決
定
す

る
自
由
を
持
つ
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
こ
れ
を
「
契
約
自
由
の
原
則
」
と
呼
ぶ
か
否
か
の
対
立
に
過
ぎ
な
い
。

た
だ
、
そ
の
後
の
学
説
を
見
る
限
り
、
趨
勢
は
ク
レ
プ
ス
の
見
解
(
否
定
説
)
に
立
っ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
で
は
一
般
に
、
公
法
契
約
に
関

(ω) 

与
す
る
行
政
主
体
に
は
、
「
私
的
自
治
の
原
則
」
は
も
ち
ろ
ん
、
「
契
約
自
由
の
原
則
」
も
ま
た
妥
当
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

行政契約の法理論(5・完)

(
1
)
と
は
い
え
、
膨
大
な
数
に
及
ぶ
民
法
典
規
定
の
一
つ
一
つ
を
全
て
取
り
上
げ
、
そ
の
公
法
契
約
へ
の
準
用
可
能
性
を
検
討
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
。
実
際
ド
イ
ツ
で
こ
の
問
題
が
議
論
さ
れ
る
場
合
も
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
民
法
典
規
定
は
一
部
で
あ
り
、
ま
た
取
り
上
げ
ら

れ
る
民
法
典
規
定
の
範
囲
は
、
論
者
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。
そ
こ
で
本
稿
以
下
で
は
、
学
説
・
判
例
上
ほ
ぼ
一
貫
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る

民
法
典
規
定
に
対
象
を
限
定
し
て
、
そ
の
公
法
契
約
へ
の
準
用
可
能
性
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

(
2
)
日
本
の
民
法
第
九
六
条
第
二
項
・
第
三
項
に
相
当
す
る
ド
イ
ツ
民
法
典
第
一
二
三
条
第
二
項
は
、
次
の
よ
う
に
規
律
す
る
。

「
民
法
典
第
一
二
三
条

(
一
)
省
略

(
二
)
相
手
方
に
対
し
て
為
す
べ
き
意
思
表
示
に
つ
き
第
三
者
が
詐
欺
を
行
い
た
る
時
は
、
相
手
方
が
詐
欺
を
知
り
又
は
知
る
べ
か
り
し
場

合
に
限
り
、
之
を
取
消
す
こ
と
を
得
。
意
思
表
示
の
相
手
方
以
外
の
者
が
意
思
表
示
に
よ
り
て
直
接
に
権
利
を
取
得
し
た
る
時
は
、
取

得
者
が
詐
欺
を
知
り
又
は
知
る
べ
か
り
し
場
合
に
限
り
、
之
に
対
し
て
そ
の
意
思
表
示
を
取
消
す
こ
と
を
得
。
」

な
お
、
こ
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
柏
木
馨
編
『
独
逸
民
法
〔
I
〕
民
法
総
則
』
有
斐
閣
(
一
九
五
五
年
)
一
九
二
頁
以
下
。

(
3
)
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
二
四
条
が
規
律
す
る
「
職
権
探
知
主
義
」
が
公
法
契
約
に
も
準
用
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
二
章
の
第
二

節
=
一
[
一
]
を
参
照
。

(
4
)
E
g凹
O
Z
5
3
0
F国
内
。

g
g
g
g
N
E
B〈
243-g呂
田
〈
町
民

E
F
E戸田宮
E
N・
2
M
E
R・
E
-
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(5)
司
自
国
同

O
R
E
s
-ハ
E
n
F
〈
刊
『
垣
包
宮
口
加

mg広
島

5
5明白回目
F
同

O
B
E
S
E咽凶・〉
E
p
m
S申・

(
6
)
日
本
の
民
法
第
一
一
一
六
条
に
相
当
す
る
ド
イ
ツ
民
法
典
第
一
二
四
条
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
柏
木
・
前
掲
書
(
註
2
)

一
九
七
頁
以
下
。

(
7
)
国
内

E
n
F
白・白・。

(
3・9
・
ω
-
S
P
し
か
し
、
ク
ナ
ツ
ク
自
身
、
実
際
何
時
ま
で
に
取
消
権
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
に
つ
い
て
は
何
も

述
べ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
オ
ー
バ
ー
マ
イ
ヤ
l
は
、
民
法
典
第
一
二
四
条
の
公
法
契
約
へ
の
準
用
を
逆
に
肯
定
し
て
い
る

(OZ
ヨミ旬、
b
・0

(明ロ・ム
)
J

申
a
M
列島口円
-a-
・)。

(
8
)
日
本
の
民
法
第
五
二
六
条
第
二
項
に
相
当
す
る
ド
イ
ツ
民
法
典
第
一
五
一
条
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
柚
木
・
前
掲
書
(
註
2
)
二
三
三
頁
。

(
9
)
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
五
七
条
が
規
律
す
る
「
書
面
化
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
四
章
の
第
三
節
を
参
照
。

(
日
)
連
邦
行
政
手
続
法
第
五
七
条
「
書
面
化
」
に
違
反
し
て
締
結
さ
れ
た
契
約
が
無
効
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
四
章
の
第
三

節
を
参
照
。

(日

)
O
Z
B
a
R
2・
。
(
宮
本
)
・
咽
士
山

M
宣
言
-a-
は
次
の
よ
う
に
き
口
う
。
「
民
法
典
第
一
五
一
条
(
承
諾
の
意
思
表
示
な
き
契
約
の
締
結
)
は
準
用
を

見
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
五
七
条
に
よ
り
、
公
法
契
約
を
創
設
す
る
あ
ら
ゆ
る
意
思
表
示
は
、
書
面
化
形
式
を
強
制
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」
と
。

(
ロ
)
ド
イ
ツ
民
法
典
第
一
八
四
条
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
柚
木
・
前
掲
書
(
註
2
)
二
六
八
頁
以
下
。

(
日
)
穴
ロ
SFF
白-
P
O
(
明ロ凶)ニ回・唱凶{)・

(M)
ド
イ
ツ
民
法
第
一
五
七
条
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
柚
木
・
前
掲
書
(
註
2
)
二
三
五
頁
以
下
。

(
日
)
〈

o
-
r
q
r
E
2
5・
U
5
5
2島
EE明
書

5
3『
お
名
目
ロ
刊
二
・
主
凶
ニ

O
F
S
H
E
R
L
-曲。
(F・
s・申
S
E
R
-司
F
E
R
r
-
2・0
(
E
U
)よ
ω
3
0・山

な
お
シ
ン
プ
フ
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

(
2
3ロ
S
P
E
s
-
-
O
R
5
2各
自
加
回
目

n
Z
R
Z
〈
2
5加

5
5
z
g
E
0
5
回目忌

nr'

巴

n
E宮
呂
田
刊

5
2
m
o
n
g
s
E個
E
F
臼・

ωcp)。
「
契
約
文
言
が
、
信
義
則
や
取
引
慣
行
を
考
慮
す
る
中
で
複
数
の
解
釈
可
能
性
の
余
地
を
残
し
、

か
つ
複
数
の
解
釈
可
能
性
の
中
に
、
法
律
適
合
性
の
要
請
に
適
っ
た
一
つ
の
解
釈
可
能
性
が
存
在
す
る
場
合
、
そ
れ
が
民
法
典
第
一
五
七
条
の

制
約
範
囲
内
に
あ
る
の
な
ら
、
当
該
法
律
乃
至
法
に
適
っ
た
解
釈
が
基
礎
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
。

(
凶
)
ド
イ
ツ
民
法
典
第
二
七
六
条
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
柚
木
馨
編
『
独
逸
民
法
〔

H
〕
債
務
法
』
有
斐
閣
(
一
九
五
五
年
)
一

O
九
頁
以
下
、

椿
寿
夫
・
右
近
建
男
編
『
ド
イ
ツ
債
権
法
総
論
』
日
本
評
論
社
(
一
九
八
八
年
)
一

O
六
頁
以
下
。

(口

)
O
Z
5
3
R
E
。

(E込)・
4

京
M
-
Eロ
『
∞
当

-
h
E
n
F
E
。

(EU)・ゅ
ω・3--udそ。-町内面白
n
F
O
S
S
E
-
5
2島
g
m
s
n
Z
H
L
O
E
P
ω
・∞当・三」
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行政契約の法理論(5・完)

れ
に
対
し
て
、
公
法
契
約
に
関
与
し
た
私
人
に
対
し
て
求
め
ら
れ
る
注
意
義
務
の
水
準
は
、
民
事
契
約
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
注
意
義
務
の
水

準
と
同
じ
で
あ
り
、
過
失
の
有
無
は
、
民
法
典
第
二
七
六
条
に
従
い
、
取
引
慣
行
の
み
を
考
慮
し
て
判
断
さ
れ
る
。
公
法
契
約
に
関
与
し
た
と

は
い
え
、
私
人
は
、
公
益
適
合
性
や
法
律
適
合
性
を
考
慮
す
る
法
的
義
務
を
負
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
(
〈
苧
・
。
宮
5
3
0『岨

2
・0
(
E
・品)・・

0
3

知己ロ己
w

∞・)。

(
凶
)
行
政
上
の
不
当
利
得
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
今
村
成
和
「
行
政
上
の
不
当
利
得
」
同
「
現
代
行
政
と
行
政
法
の
理
論
』
有
斐
閣
(
一
九
七
二

年
)
三
四
頁
以
下
、
石
井
昇
『
行
政
法
と
私
法
』
(
現
代
行
政
法
学
全
集
①
)
ぎ
ょ
う
せ
い
(
一
九
九
八
年
)
一
一
一
一
八
頁
以
下
、
木
村
弘
之
亮
「
行

政
上
の
不
当
利
得
」
成
田
頼
明
編
「
行
政
法
の
争
点
(
新
版
)
』
有
斐
閣
(
一
九
九
O
年
)
二
八
頁
以
下
。

(
ゆ
)
〈
。
出
回
円
曲
目
出
巾
Y
C
2
・〈・

3
斗・

-
3
0・Z
』ぞ・

3
申ゲ臼・凶-。時(出・凶ニ『)・

(却

)
-
E
R
r
-
2・。
(
E
U
)
・・∞
3

U

よ
ま
た
学
説
上
、
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
範
囲
を
規
定
し
た
民
法
典
第
八
一
八
条
の
第
一
項
及
び
第
二
項
が
、

公
法
上
の
不
当
利
得
に
準
用
さ
れ
る
こ
と
も
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
無
効
な
公
法
契
約
に
基
づ
い
て
給
付
を
受
領
し
た
当
事
者
(
返

還
義
務
者
)
は
、
取
得
し
た
収
益
、
利
得
し
た
権
利
に
基
づ
き
受
領
者
が
取
得
し
た
も
の
、
又
は
利
得
し
た
も
の
の
滅
失
、
設
損
、
若
し
く
は

略
奪
の
代
償
と
し
て
受
領
者
が
取
得
し
た
も
の
を
返
還
す
る
義
務
を
負
う
(
第
一
項
)
ほ
か
、
利
得
し
た
物
の
性
質
に
よ
り
返
還
が
不
能
で
あ

る
と
き
、
又
は
受
領
者
が
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
価
格
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ち
包

容

g
gロ
巴
明
記

g
a
d
Z
B
R
E
5
5
m
m
F
g『
垣
島
E
ロ加国語岡崎氏

5
5
5
n
Z
L
-
E
P
∞
U
U
N
・)。

(
幻
)
不
当
利
得
の
一
般
原
則
を
規
律
す
る
ド
イ
ツ
民
法
典
第
八
一
二
条
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
椿
寿
夫
・
右
近
健
男
編
『
注
釈
ド
イ
ツ
不
当
利
得
・

不
法
行
為
法
』
三
省
堂
(
一
九
九
O
年
)
六
頁
以
下
。

(
辺
)
日
本
の
民
法
第
七
O
五
条
に
相
当
す
る
ド
イ
ツ
民
法
典
第
八
一
四
条
〔
非
債
弁
済
〕
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
椿
寿
夫
他
・
前
掲
書
(
註
幻
)

一
九
頁
以
下
。
な
お
、
行
政
上
の
不
当
利
得
に
対
す
る
非
債
弁
済
規
定
の
準
用
可
能
性
を
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
参
照
、
今
村
・
前
掲
書
(
註

時
)
四
二
頁
。

(幻
)
O〈。

E
E
E自己七円曲目白-CE-〈
-
M
∞-ニ・
3
2
・U
〈巴・

3
S
J
臼・吋∞凶同・

(
斜
)
。
〈
。
嗣
H
E
n
-
ロ目白

=ι七
p-円一
N
-
C
ロ・
4

・M
∞
一
一
苫
唱
ア
ロ
〈
切
7
3唱一N
・回・斗∞叶・

(
お
)
穴
Enr・
2
・0
(
E
U
)
・・凶・
3
u・
も
、
こ
う
し
た
見
解
を
主
張
す
る
。

(
お
)
こ
れ
に
対
し
、
後
述
す
る
民
法
典
第
八
一
九
条
第
一
項
は
、
不
当
利
得
に
つ
き
悪
意
の
受
領
者
の
返
還
義
務
を
定
め
た
規
定
で
あ
る
。
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説
吾辺担、

両岡

(
訂
)
日
本
の
民
法
第
七
O
三
条
に
相
当
す
る
ド
イ
ツ
民
法
典
第
八
一
八
条
第
三
項
に
つ
い
て
は
、
椿
寿
夫
他
・
前
掲
書
(
註
幻
)
三
一
一
頁
以
下
参

問
問
。
な
お
、
行
政
上
の
不
当
利
得
に
対
す
る
日
本
の
民
法
第
七
O
三
条
の
準
用
可
能
性
を
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
参
照
、
今
村
・
前
掲
書
(
註

時
)
四
二
頁
以
下
、
石
井
・
前
掲
書
(
註
凶
)
一
五
三
頁
以
下
、
木
村
・
前
掲
論
文
(
註
凶
)
二
九
頁
。

(
犯
)
〈
。
国
烈
曲
目
邑
-
C円

2
・コ・斗・

3
8・

zdそ・
3
2・∞・凶
-
O
R
a
-
2
N・
)
・
山
我
が
固
に
お
い
て
も
、
今
村
・
石
井
・
木
村
教
授
等
は
、
不
当
利
得
に
つ
き

善
意
の
私
人
の
返
還
義
務
の
範
囲
が
、
現
存
利
益
に
ま
で
軽
減
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
(
参
照
、
今
村
・
前
掲
書
(
註
時
)
四
四
頁
以
下
、

石
井
・
前
掲
書
(
註
凶
)
一
五
三
頁
以
下
、
木
村
・
前
掲
論
文
(
註
国
)
二
九
頁
。
)
。

(却

)
4
5々
8
2
5
5
S・。『
g
N
g
母
国
〈
伺
『
垣
島
ロ
ロ
関
与
包
含
E
m
a
R
n
F
〈皇『配偶

O
E
E〉
σ名
s
n
E
m
p
∞
-NS-h
な
お
、
こ
れ
と
同
じ
見
解
に
立
つ
も
の

と
し
て
、
〈
払
・
。

Z
5
3
R・
E
・0
(
E・e・申
3
・
列
島
ロ
己
主
一
関
E
n
F
2・0
(
E・凶)--∞・
3
F
ま
た
我
が
固
に
お
い
て
も
、
今
村
・
石
井
・
木
村

教
授
等
は
、
行
政
権
に
よ
る
民
法
第
七
O
三
条
(
ド
イ
ツ
民
法
典
第
八
一
八
条
第
三
項
)
の
援
用
を
否
定
し
て
い
る
(
参
照
、
今
村
・
前
掲
書

(
註
凶
)
四
二
頁
以
下
、
石
井
・
前
掲
書
(
註
凶
)
一
五
三
頁
以
下
、
木
村
・
前
掲
論
文
(
註
凶
)
三
一
古
貝
。
)
。

(
却
)
こ
れ
に
対
し
て
ウ
レ
と
ラ
ウ
ビ
ン
ガ

l
は
、
行
政
権
の
不
当
利
得
に
お
い
て
、
そ
の
返
還
義
務
が
現
存
利
得
に
ま
で
軽
減
さ
れ
る
こ
と
を
一

般
的
に
は
否
定
し
つ
つ
も
、
不
当
利
得
が
公
法
契
約
の
無
効
に
起
因
す
る
場
合
に
限
り
、
民
法
典
第
八
一
八
条
第
三
一
項
が
準
用
さ
れ
る
こ
と
を

認
め
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
返
還
義
務
や
価
格
賠
償
義
務
は
、
返
還
義
務
者
が
も
は
や
利
得
を
得
て
い
な
い
限
り
で
消
滅
す
る
(
民
法
典
第

八
一
八
条
第
三
項
)
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
返
還
義
務
者
が
市
民
で
あ
る
か
公
権
力
で
あ
る
か
を
間
わ
な
い
。
〔
中
略
〕
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
一

九
八
五
年
年
三
月
十
二
日
判
決
の
中
で
、
民
法
典
第
八
一
八
条
第
三
項
が
、
八
ム
法
上
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
に
準
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
旨

の
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
が
し
か
し
、
こ
の
判
例
に
お
い
て
は
、
公
法
契
約
に
基
づ
く
返
還
請
求
権
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
」

と

(
C
π
p
g
E占
R
2・
。
笥
P
N
C
Y
-
ω

・
出
ど
。

し
か
し
、
不
当
利
得
の
発
生
根
拠
が
公
法
契
約
の
無
効
か
否
か
で
、
行
政
権
の
返
還
義
務
に
差
を
設
け
る
必
然
性
は
な
く
、
ウ
レ
・
ラ
ウ
ビ

ン
ガ
l
の
見
解
は
支
持
し
が
た
い
。

(
剖
)
日
本
の
民
法
第
七
O
四
条
に
相
当
す
る
ド
イ
ツ
民
法
典
第
八
一
九
条
第
一
項
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
椿
寿
夫
他
・
前
掲
書
(
註
幻
)
三
七
頁

以
下
を
参
照
。

(
詑
)
訴
訟
継
続
後
の
受
領
者
の
返
還
義
務
を
定
め
る
ド
イ
ツ
民
法
典
第
八
一
八
条
第
四
項
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
椿
寿
夫
他
・
前
掲
書
(
註
幻
)

三
二
頁
以
下
。
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行政契約の法理論(5・完)

(
お
)
悪
意
お
よ
び
訴
訟
継
続
後
の
受
領
者
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
椿
寿
夫
他
・
前
掲
書
(
註
幻
)
一
一
一
一
一
頁
以
下
。

(鈍

)
d
z
p
g
E招
R
p
p
o
q
p
N
C
Y
-
∞-U3・

(
お
)
参
照
、
今
村
・
前
掲
書
(
註
時
)
四
五
頁
、
石
井
・
前
掲
書
(
註
凶
)
一
五
三
頁
以
下
、
木
村
・
前
掲
論
文
(
註
凶
)
三
O
頁。

(お
)

U
色
町
向
。

S
E
R
-
。
mお円
NEE-個室
E
E
〈
E
S開閉
Z
E
E
-
B
〈
O
Z包
宮
口
開
閉
司

nn戸
』
N
・
3
封
印
・
凶
U
M
時(印・凶凶∞・)・

(
幻
)
思
刊
号
賞
品
∞

nzEe'〉
雪
国
国
自
主
主

E
寄
mg-monF向
島
知
加
伺
ロ
盟
主
席

ZE--nFR〈
2
忠
岡
0

・∞・ロ寸時間

(
お
)
行
政
主
体
の
基
本
権
享
有
主
体
性
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
も
ま
た
否
定
さ
れ
て
い
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
八
二
年
七
月
八
日

の
決
定
(
い
わ
ゆ
る
ザ
ス
バ
ッ
ハ
決
定
)
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
公
的
任
務
を
遂
行
す
る
領
域
外
で
、
基
本
法
第
一
四
条
第
一
項
第
一
文

に
基
づ
く
基
本
権
が
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
帰
属
す
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
、
非
高
権
的

な
活
動
を
遂
行
す
る
場
合
に
も
ま
た
、
基
本
権
に
典
型
的
な
危
機
的
状
況
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
、
当
該
ゲ
マ
イ
ン
デ

の
活
動
領
域
に
お
い
て
、
私
人
と
は
異
な
り
、
国
家
の
高
権
的
行
為
に
よ
り
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
そ
の
限
り
で
、

基
本
権
保
護
を
必
要
と
は
し
な
い
。
」
と
克
明
F

・
回
〈
伺
見
。
思
ニ
・
巴

(
5
3・)。

(

却

)

臼

nrE円四件目〉居間
E
ミ
F
o
g
-
2・。
(
E・3
)・・∞・
3
。・

(刊

)
S
S
5
5
S・
g-。
(E-M唱
)
J

∞
-
S
R
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
法
律
関
係
を
創
設
す
る
の
か
、
い
か
な
る
契
約
相
手
方
を
選
択
す
る
の
か
、

い
か
な
る
契
約
内
容
を
形
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
自
由
に
決
定
す
る
行
政
の
原
則
的
な
能
力
が
、
基
本
権
的
自
由
と
い
う
意
味
で
の
契

約
の
自
由
と
は
理
解
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
契
約
自
由
と
い
う
概
念
が
、
行
政
の
処
分
能
力
と
の
関
係
で
、
処
分
規
範
の
範
囲
内
で
与
え
ら
れ

た
行
政
の
形
成
可
能
性
と
い
う
客
観
的
現
象
の
描
写
と
理
解
さ
れ
る
場
合
に
の
み
、
契
約
自
由
と
い
う
概
念
は
、
公
法
契
約
の
本
質
と
関
連
づ

け
ら
れ
得
る
。
ゲ
ル
ト
ナ
l
は、

l
義
務
に
適
っ
た
裁
量
に
拘
束
さ
れ
た
行
政
の
活
動
余
地
の
拡
張
を
、
公
法
上
の
契
約
の
自
由
だ
と
考
え

て
い
る
。
〔
中
略
〕
し
か
し
な
が
ら
、
内
容
上
完
全
に
異
な
っ
た
こ
つ
の
現
象
を
概
念
上
統
一
す
る
こ
と
は
間
違
っ
て
い
る
。
私
人
の
契
約
の

自
由
は
私
的
自
治
の
一
つ
の
構
成
要
素
で
あ
る
。
契
約
の
自
由
は
、
立
法
者
に
よ
っ
て
聞
か
れ
た
活
動
余
地
の
存
在
か
ら
行
政
に
導
か
れ
る
自

由
と
は
相
容
れ
な
い
。
そ
れ
故
に
、
行
政
の
契
約
に
よ
る
形
成
権
限
の
範
囲
が
議
論
さ
れ
る
べ
き
場
合
、
少
な
く
と
も
契
約
の
自
由
と
い
う
概

念
の
使
用
は
誤
っ
て
い
る
。
私
法
関
係
に
関
連
す
る
概
念
上
の
観
念
と
契
約
の
自
由
と
い
う
概
念
が
結
び
つ
い
て
い
る
以
上
、
契
約
の
自
由
の

概
念
は
、
行
政
の
処
分
権
限
と
結
び
付
け
ら
れ
で
は
な
ら
な
い
。
」
と
(
傍
点
筆
者
)
。
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第
七
章

私
法
契
約
法

論

序
章
で
も
述
べ
た
が
、
現
在
、
ド
イ
ツ
の
行
政
法
学
は
、
前
章
ま
で
に
お
い
て
検
討
し
た
「
公
法
契
約
法
」
と
並
ん
で
、
さ
ら
に
「
行
政

上
の
私
法
契
約
(
以
下
、
私
法
契
約
と
い
う
)
」
に
妥
当
す
る
法
理
論
を
も
模
索
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
「
行
政
契
約
法
の
体
系
化
」
を
志

(1) 

向
す
る
動
き
と
評
価
し
う
る
。
本
章
の
課
題
は
、
ド
イ
ツ
で
議
論
さ
れ
る
「
私
法
契
約
法
」
の
内
容
を
検
討
し
、
ド
イ
ツ
行
政
契
約
論
の
全

(
2
)
 

体
像
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
具
体
的
な
検
討
に
先
立
ち
、
公
法
契
約
と
私
法
契
約
の
峻
別
基
準
を
述
べ
て
お
こ
う
。

第
一
節

公
法
契
約
と
私
法
契
約
の
峻
別
基
準

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
行
政
契
約
は
公
法
契
約
と
私
法
契
約
と
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
「
裁
判
管
轄
の
決
定
(
行
政
裁
判
所
か
通
常

裁
判
所
か
)
」
、
及
び
「
適
用
法
規
の
決
定
(
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
四
部
〔
公
法
契
約
規
定
〕
の
適
用
を
受
け
る
か
否
か
)
」
と
い
う
視
点

(
3
)
 

に
お
い
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

公
法
契
約
と
私
法
契
約
の
峻
別
基
準
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
「
任
務
理
論
」
、
「
規
範
擬
制
理
論
」
、
「
権
限
理
論
」
な
ど
が
主
張
さ
れ
て
き

(4) 

た
。
ボ
ツ
セ
(
者
o
E
B
m
回

2
8
)
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
「
任
務
理
論
」
は
、
公
的
任
務
の
直
接
的
な
実
現
に
仕
え
る
契
約
を
公
法
契
約

(5) 

と
資
格
づ
け
る
見
解
で
あ
る
。
他
方
、
ヴ
ォ
ル
フ
(
国
自
由
宣
言
者
。
-R)
と
パ
ツ
ホ
フ

3
2
0
回

R
E
3
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
「
規
範

擬
制
理
論
」
は
、
契
約
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
た
法
律
関
係
が
、
規
範
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
た
場
合
に
(
規
範
擬
制
)
、
当
該
規
範
が
公
法
に

(
6
)
 

分
類
さ
れ
る
な
ら
、
そ
こ
に
公
法
契
約
の
存
在
を
認
め
る
見
解
で
あ
る
。
さ
ら
に
ウ
レ
と
ラ
ウ
ピ
ン
ガ

l
が
主
張
す
る
「
権
限
理
論
」
は
、

(
7
)
 

契
約
上
の
義
務
を
負
う
主
体
が
必
ず
高
権
主
体
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
、
公
法
契
約
の
存
在
を
認
め
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
が
行
政
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主
体
に
対
し
て
行
政
行
為
の
発
動
を
義
務
づ
け
る
場
合
を
考
え
て
み
る
と
、
「
権
限
理
論
」
は
、
右
の
契
約
上
の
義
務
が
、
公
行
政
の
主
体

(8) 

以
外
の
者
に
よ
っ
て
は
履
行
さ
れ
得
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
こ
に
公
法
契
約
の
存
在
を
認
定
す
る
の
で
あ
る
。

結
論
か
ら
先
に
述
べ
る
と
、
公
法
契
約
と
私
法
契
約
の
峻
別
に
関
す
る
こ
れ
ら
三
つ
の
理
論
は
、
い
ず
れ
も
確
固
た
る
地
位
を
得
て
い
な

(

9

)

(

叩
)

ぃ
。
例
え
ば
「
権
限
理
論
」
に
立
つ
ウ
レ
と
ラ
ウ
ビ
ン
ガ

l
は
、
「
任
務
理
論
」
に
立
つ
ボ
ツ
セ
を
批
判
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
ボ
ツ
セ
は
、
あ
る
契
約
が
公
的
任
務
を
直
接
実
現
す
る
た
め
に
締
結
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
契
約
が
公
法
上
の
性
質
を
持
つ
と
言
う
。
し

か
し
〔
公
的
任
務
〕
や
〔
直
接
的
な
実
現
〕
と
い
う
言
葉
の
下
で
何
が
理
解
さ
れ
る
か
が
不
明
確
で
、
こ
れ
に
よ
り
十
分
な
結
果
が
得
ら

れ
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
公
的
任
務
は
私
法
上
の
措
置
に
よ
っ
て
も
ま
た
実
現
さ
れ
う
る
た
め
、
公
的
任
務
の
存
在
を
も
っ
て

公
法
活
動
を
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」

他
方
、
擬
制
さ
れ
た
法
規
範
の
性
質
に
応
じ
て
公
法
契
約
と
私
法
契
約
と
を
峻
別
す
る
「
規
範
擬
制
理
論
」
も
、
十
分
な
問
題
解
決
に
は

行政契約の法理論(5・完)

至
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
「
擬
制
さ
れ
た
法
規
範
が
、

(
日
)

提
示
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

い
か
な
る
基
準
に
従
っ
て
公
法
と
評
価
さ
れ
る
の
か
」
に
つ
い
て
、
明
確
な
答
え
を

こ
れ
に
対
し
、
契
約
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
義
務
が
、
公
行
政
の
主
体
に
よ
っ
て
の
み
履
行
さ
れ
う
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
公
法

契
約
の
存
在
を
認
定
す
る
「
権
限
理
論
」
は
、
任
務
理
論
や
規
範
擬
制
理
論
と
比
較
す
れ
ば
、
基
準
と
し
て
一
応
の
客
観
性
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
理
論
に
よ
れ
ば
、
行
政
行
為
の
発
動
に
代
え
て
契
約
が
締
結
さ
れ
た
場
合
や
、
行
政
権
限
の
行
使
・
不
行
使
を
内
容
と
す
る
契
約
は
、

全
て
公
法
契
約
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
土
地
収
用
裁
決
(
行
政
行
為
)
に
代
え
て
私
法
上
の
売
買
契
約
が
締
結
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
補
助
金

交
付
決
定
(
行
政
行
為
)
に
代
え
て
、
私
法
上
の
消
費
貸
借
契
約
が
締
結
さ
れ
る
な
ど
、
行
政
行
為
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
法
的
効
果
が
私
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法
契
約
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
行
政
行
為
に
代
替
し
て
締
結
さ
れ
た
契
約
の
全
て
を
公
法
契
約
と
資
格
づ
け

(ロ)

る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。

さ'h.
H岡

こ
の
よ
う
に
、
「
任
務
理
論
」
、
「
規
範
擬
制
理
論
」
、
「
権
限
理
論
」
の
い
ず
れ
も
が
、
公
法
契
約
と
私
法
契
約
の
峻
別
基
準
と
し
て
は
不

完
全
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
た
の
で
あ
ろ
う
。
近
年
、
ド
イ
ツ
行
政
法
学
の
中
に
は
、
「
立
証
責
任
論
」
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
を
解
決
し
ょ

北法53(2・92)344

う
と
す
る
者
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
ス
パ
ノ
ヴ
ス
キ
ー
は
、
公
法
契
約
か
私
法
契
約
か
が
明
ら
か
で
な
い
契
約
の
法
的
性
質
を
立
証
す
る
責

任
を
負
う
の
は
行
政
主
体
だ
と
し
つ
つ
、
行
政
任
務
の
履
行
に
仕
え
て
い
る
契
約
は
、
可
能
な
限
り
、
「
公
法
契
約
へ
の
推
定
」
を
受
け
る

(
日
)

と
を
主
張
し
た
。
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
契
約
が
、

公
法
・
私
法
と
い
う
こ
つ
の
法
秩
序
の
本
質
を
持
つ
構
成
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
が
た
め
に
、

或
い
は
、

行
政
が
い
か

な
る
法
形
式
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
か
が
不
明
確
で
あ
る
が
た
め
に
、

そ
の
対
象
に
よ
っ
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
私
法
な
い
し
公
法

に
分
類
さ
れ
な
い
契
約
は
、

公
法
契
約
と
し
て
資
格
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

契
約
が
部
分
的
に
で
は
あ
れ
高

権
的
任
務
の
遂
行
に
関
連
し
、

ま
た
行
政
が
私
法
的
に
法
律
関
係
を
形
成
し
た
の
か
、

あ
る
い
は
公
法
的
に
法
律
関
係
を
形
成
し
た
の
か

任
務
理
論
を
通
じ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
通
常
推
定
が
、
他
方
で
は
、
立
証
責
任
ル

l
ル
が
、
公
法
上
の

行
為
形
式
の
た
め
に
戦
う
か
ら
で
あ
る
。
通
常
、
推
定
と
は
、
疑
わ
し
き
ケ
l
ス
で
は
、
高
権
的
任
務
を
公
法
形
式
で
実
施
す
る
旨
の
推

定
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
い
う
立
証
責
任
ル

l
ル
と
は
、
法
形
式
選
択
に
関
す
る
不
明
確
性
に
つ
い
て
立
証
責
任
を
負
う
の
は

行
政
で
あ
る
旨
を
意
味
す
る
。
」

が
不
明
確
な
場
合
、

一
方
で
は
、

(
傍
点
筆
者
)

こ
の
よ
う
に
、
公
法
契
約
と
私
法
契
約
の
峻
別
は
、
裁
判
管
轄
の
決
定
や
、
連
邦
行
政
手
続
法
公
法
契
約
規
定
の
適
用
の
有
無
を
め
ぐ
っ



て
重
要
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
お
錯
綜
し
た
状
況
に
あ
り
、
両
者
を
判
別
す
る
決
定
的
な
基
準
は
現
在
に
お
い
て
も
な
お
存
在
し
な
い
。

ス
パ
ノ
ヴ
ス
キ
ー
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
「
疑
わ
し
き
は
公
法
契
約
に
」
と
い
う
推
定
や
、
「
立
証
責
任
論
」
に
よ
る
問
題
の
解
決
は
、
公

(
比
)

法
契
約
と
私
法
契
約
を
峻
別
す
る
完
壁
な
基
準
が
存
在
し
な
い
事
実
を
明
確
に
物
語
っ
て
い
る
。

し
か
し
実
際
に
は
、
そ
れ
が
「
公
法
契
約
か
私
法
契
約
か
」
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
意
義
を
持
た
な
い
。
な
、
ぜ
な
ら
、
近
年
、
私
法
契
約

法
と
公
法
契
約
法
の
統
合
を
目
指
す
動
き
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
節

公
法
契
約
法
と
私
法
契
約
法
の
接
近

行
政
私
法
論

2
2
5
-言
呂
田
匂
号
号
n
n
Z
)

ド
イ
ツ
で
は
既
に
一
九
五
0
年
代
に
お
い
て
、
「
行
政
が
そ
の
任
務
を
履
行
す
る
た
め
に
私
法
形
式
に
よ
っ
て
活
動
を
行
う
と
し
て
も
、

行政契約の法理論(5・完)

公
的
任
務
の
実
現
に
対
し
て
行
政
責
任
を
負
う
行
政
主
体
は
、
通
常
の
私
人
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

け
る
」
旨
の
見
解
が
存
在
し
た
。

(
凶
)

彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
定
の
公
法
的
拘
束
を
受
(
日
)

一
九
五
六
年
、
ヴ
オ
ル
フ
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
「
行
政
私
法
論
(
〈
伺
『
垣
島

E
明
買
を
白

5nZ円
)
」
で
あ
る
。

「
公
行
政
の
主
体
が
:
・
競
争
経
済
的
に
活
動
す
る
た
め
で
は
な
く
、
直
接
公
行
政
の
目
的
(
給
付
目
的
や
統
制
目
的
な
ど
)
を
追
求
す
る

た
め
に
、
私
法
形
式
に
お
い
て
私
法
関
係
に
入
る
場
合
、
こ
こ
に
行
政
私
法
が
適
用
さ
れ
る
。
行
政
私
法
の
特
殊
性
は
、
公
行
政
の
主
体

が
、
直
接
公
行
政
の
目
的
を
追
求
す
る
た
め
に
私
法
関
係
に
入
る
場
合
に
、
法
律
行
為
的
な
私
的
自
治
を
完
全
に
享
受
す
る
の
で
は
な
く
、
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か
な
り
の
公
法
的
拘
束
に
服
す
こ
と
に
あ
る
。
」

九A

画問

(
口
)

こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
「
私
法
上
の
行
政
活
動
へ
適
用
さ
れ
る
公
法
拘
束
の
具
体
的
意
味
内
容
が
暖
味
で
あ
る
」
と
い
う
批
判
や
、
「
公

(
団
)

法
的
拘
束
を
呼
び
起
こ
す
〔
直
接
的
な
公
的
任
務
の
実
現
〕
と
い
う
概
念
が
不
明
確
で
あ
る
」
と
い
う
批
判
が
提
起
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
批
判
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
後
の
学
説
は
、
私
法
形
式
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
行
政
活
動
を
公
法
的
統
制
に
服
せ
し

め
よ
う
と
す
る
行
政
私
法
論
の
基
本
姿
勢
を
評
価
し
、
こ
れ
を
基
盤
に
「
私
法
契
約
法
の
具
体
化
」
を
思
考
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
行
政

私
法
論
の
延
長
線
上
で
議
論
さ
れ
る
ド
イ
ツ
私
法
契
約
論
は
、
私
法
契
約
活
動
を
も
支
配
す
る
公
法
的
拘
束
を
具
体
化
し
、
私
法
契
約
法
を

(

悶

)

(

初

)

公
法
契
約
法
に
接
近
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
引
用
す
る
ク
レ
プ
ス
の
叙
述
は
、
そ
れ
を
明
確
に
物
語
っ
て
い
る
。

「
私
法
上
の
行
政
契
約
と
公
法
上
の
行
政
契
約
の
法
教
義
的
接
近

(
B
S
Z仏
o
m
B呂
田
島
問
〉
自
答
。
E
ロ
伺
)
と
い
う
提
案
は
、
全
く
新
し
い

発
想
で
は
な
く
、
行
政
私
法
論
を
基
礎
と
し
た
基
本
思
考
の
延
長

(FコE
F
Eロ
開
)
で
あ
る
。
私
は
ミ
ユ
ン
ス
タ
l
出
身
の
た
め
、
こ
の

(
幻
)

行
政
私
法
論
の
生
み
の
親
で
あ
る
ヴ
ォ
ル
フ
を
好
ん
で
引
き
合
い
に
出
す
。
」
(
傍
点
筆
者
)

で
は
、
私
法
契
約
を
も
支
配
す
る
公
法
的
拘
束
と
は
、
具
体
的
に
い
か
な
る
も
の
で
、
結
局
、
私
法
契
約
法
は
公
法
契
約
法
と
ど
の
程
度

で
理
論
的
共
通
性
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
の
問
題
を
詳
し
く
検
討
し
た
ク
レ
プ
ス
の
見
解
を
参
考
に
、
公
法
契
約
法
と
の
比
較

を
し
な
が
ら
、
私
法
契
約
法
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

私
法
契
約
の
公
法
拘
束
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[
一
]
私
法
契
約
形
式
の
一
般
的
許
容
要
件

連
邦
行
政
手
続
法
の
第
五
四
条
は
、
「
法
規
定
に
反
し
な
い
限
り
」
で
公
法
契
約
に
よ
る
法
律
関
係
の
規
律
を
許
容
す
る
。
第
一
章
で
も

述
べ
た
よ
う
に
、
「
法
規
定
に
反
し
な
い
限
り
」
と
い
う
許
容
要
件
は
、
「
法
律
の
禁
止
に
違
反
し
な
い
限
り
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
法
律

の
全
体
的
な
解
釈
か
ら
、
契
約
形
式
に
よ
る
法
律
関
係
の
規
律
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
、
公
法
契
約
の
利
用
は
法
的
に
許
容
さ
れ
な
い
。

し
か
し
、
第
五
四
条
に
示
さ
れ
た
右
の
法
理
論
は
、
何
も
公
法
契
約
に
特
有
の
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
公
法
契
約
の
許
容
性
に
関
す

る
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
五
四
条
は
、
民
法
典
第
一
三
四
条
に
規
律
さ
れ
た
「
法
律
の
禁
止
法
理
」
が
、
公
法
契
約
に
も
妥
当
す
る
こ
と
を

(
勾
)

確
認
し
た
規
定
、
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
「
法
規
定
に
反
し
な
い
限
り
」
で
公
法
契
約
を
許
容
す
る
第
五
四
条
は
、
確
か
に
形
式
的

に
は
、
公
法
契
約
の
許
容
要
件
規
定
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
私
法
契
約
に
も
等
し
く
妥
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
公
法
契

約
法
と
私
法
契
約
法
に
違
い
は
存
在
し
な
い
。

行政契約の法理論(5・完)

[
一
己
私
法
契
約
の
交
渉
・
締
結
手
続

次
に
、
私
法
契
約
の
交
渉
・
締
結
手
続
を
支
配
す
る
法
理
論
を
検
討
し
よ
う
。
第
二
章
で
も
述
べ
た
が
、
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
二
編
(
第

九
条
乃
至
第
三
四
条
)
に
は
「
行
政
手
続
の
通
則
規
定
」
が
存
在
す
る
。
こ
の
通
則
規
定
に
規
律
さ
れ
た
手
続
原
則
は
、
ー
聴
聞
に
関
す
る

(
お
)

第
二
八
条
を
除
き
l
、
第
六
二
条
の
第
一
文
を
経
て
公
法
契
約
に
も
準
用
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
第
二
O
条
に
よ
っ
て
除
斥
さ
れ
、
第
一
一
一

条
に
よ
っ
て
忌
避
さ
れ
る
行
政
職
員
は
、
公
法
契
約
の
交
渉
手
続
へ
の
参
〆
加
を
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
行
政
庁
は
、
第
二
四
条
に
従
い
、
公

法
契
約
を
締
結
す
る
に
先
立
ち
、
事
実
関
係
を
職
権
で
探
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
行
政
庁
は
、
第
二
九
条
に
従
い
、
公
法
契
約

の
交
渉
手
続
に
お
い
て
関
係
人
に
対
し
て
記
録
閲
覧
権
の
行
使
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
第
二
五
条
に
従
い
、
関
係
人
の
権
利
を

保
護
す
る
た
め
に
、
助
言
・
情
報
提
供
を
行
う
義
務
を
負
う
。
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説

ク
レ
プ
ス
は
、
こ
れ
ら
が
何
れ
も
、
法
治
国
原
理
や
基
本
権
と
い
う
憲
法
原
理
を
具
体
化
し
た
手
続
原
別
で
あ
る
こ
と
、
法
治
国
原
理
や

基
本
権
と
い
っ
た
憲
法
原
理
は
、
法
形
式
(
公
法
形
式
か
私
法
形
式
か
)
に
関
係
な
く
、
全
て
の
行
政
活
動
に
妥
当
す
る
法
原
理
で
あ
る
こ

(

M

)

(

お
)

と
を
理
由
に
、
そ
の
全
て
が
私
法
契
約
に
も
等
し
く
妥
当
す
る
こ
と
を
肯
定
し
て
い
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

北法53(2・96)348

吾"-a岡

「
私
法
契
約
の
締
結
に
際
し
て
、
市
民
を
適
切
に
保
護
す
る
た
め
に
、
行
政
手
続
法
に
存
在
す
る
手
続
原
則
を
転
用
で
き
る
の
か
、
ど
の

程
度
で
転
用
で
き
る
の
か
が
問
題
に
な
る
。
例
え
ば
、
偏
頗
に
関
す
る
規
定
や
、
秘
密
保
持
、
記
録
閲
覧
権
に
関
す
る
規
定
が
関
心
の
対

象
と
な
る
。
学
説
は
、
こ
う
し
た
手
続
法
の
拡
大
に
賛
成
し
て
い
る
。
〔
中
略
〕
行
政
が
私
法
上
の
契
約
活
動
の
場
合
に
も
ま
た
公
法
上

の
手
続
拘
束
に
服
す
旨
は
、
法
教
義
的
に
必
然
的
で
あ
る
。
行
政
契
約
の
締
結
に
際
し
て
行
政
に
私
的
自
治
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
行
政
に
は
思
い
通
り
に
活
動
す
る
自
由
が
存
在
し
な
い
と
い
う
消
極
的
な
意
味
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
積
極
的
に
は
、
行
政
が
決
定

の
発
見
を
、
法
的
な
決
定
に
方
向
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
決
定
内
容
に
直
接
関
連
す
る
法
的
基
準
の
み
な
ら
ず
、

手
続
法
の
補
足
的
性
格
に
鑑
み
る
と
、
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
連
す
る
手
続
法
上
の
基
準
も
ま
た
適
用
さ
れ
る
。
〔
中
略
〕
行
政
の
私
法
的

活
動
の
法
治
国
的
拘
束
は
、
(
行
政
の
)
私
法
契
約
の
締
結
に
関
し
て
、
法
治
国
家
的
に
構
成
さ
れ
る
行
政
手
続
の
道
守
を
内
包
し
て
い

る
。
」
(
傍
点
筆
者
)

[
三
]
私
法
契
約
の
内
容

こ
の
よ
う
に
、
公
法
契
約
に
妥
当
す
る
手
続
原
則
が
、
憲
法
原
理
の
具
体
化
で
あ
る
限
り
で
、
私
法
契
約
に
も
等
し
く
妥
当
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
同
じ
く
憲
法
原
理
を
考
慮
し
て
公
法
契
約
に
課
せ
ら
れ
る
内
容
統
制
法
理
も
ま
た
、
私
法
契
約
に
妥
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
章
で
も
論
じ
た
よ
う
に
、
連
邦
行
政
手
続
法
は
、
第
五
五
条
と
第
五
六
条
に
お
い
て
、
「
行
政
の
法
律
適
合
性
原
理
」
や
「
過
剰
規



制
禁
止
原
則
」
、
「
比
例
原
則
」
や
「
連
結
禁
止
原
則
」
等
の
憲
法
原
理
を
考
慮
し
て
、
公
法
契
約
の
具
体
的
類
型
た
る
和
解
契
約
や
交
換
契

約
に
対
し
て
、
内
容
統
制
を
図
っ
て
い
る
。

(
公
法
上
の
)
和
解
契
約
は
、
事
実
関
係
な
い
し
法
的
状
況
の
客
観
的
不
明
確
性
が
存
在
し
、
か
つ
和
解
締
結
の
合
目
的
性
が
認
め
ら
れ

る
場
合
に
限
り
許
容
さ
れ
る
。
第
五
五
条
が
規
律
す
る
和
解
契
約
の
二
つ
の
許
容
要
件
は
、
「
行
政
の
法
律
適
合
性
原
理
」
と
い
う
憲
法
原

(
お
)

理
を
考
慮
し
た
結
果
、
規
律
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

他
方
(
公
法
上
の
)
交
換
契
約
は
、
私
人
の
反
対
給
付
が
行
政
権
限
発
動
の
法
的
前
提
を
整
え
、
か
つ
右
の
目
的
を
達
成
す
る
に
必
要
か

つ
十
分
な
範
囲
に
限
り
で
合
意
さ
れ
う
る
。
第
五
六
条
は
こ
れ
を
確
認
し
た
規
定
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
行
政
の
法
律
適
合
性
原
理
」
や
、
こ

の
原
理
の
発
現
形
態
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
「
連
結
禁
止
原
則
」
、
さ
ら
に
は
「
比
例
原
則
」
と
い
っ
た
憲
法
原
理
を
具
体
化
し
た
も
の

(
幻
)

で
あ
っ
た
。

ク
レ
プ
ス
は
、
第
五
五
条
や
第
五
六
条
に
規
律
さ
れ
た
公
法
契
約
に
対
す
る
内
容
統
制
法
理
が
、
法
形
式
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
全
て

の
行
政
活
動
に
妥
当
す
る
憲
法
原
理
の
具
体
化
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
こ
れ
ら
が
何
れ
も
私
法
上
の
和
解
契
約
や
、
私
法
上
の
交
換
契
約
に

(
お
)

も
ま
た
等
し
く
妥
当
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

行政契約の法理論 (5.完)

「
連
邦
行
政
手
続
法
の
五
五
条
は
、
契
約
締
結
時
に
お
け
る
行
政
の
原
理
的
な
法
律
拘
束
の
現
れ
で
あ
り
、
和
解
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
解

決
策
が
実
際
の
法
的
状
況
と
相
違
す
る
こ
と
を
特
定
の
前
提
要
件
の
下
で
の
み
容
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
別
な
《
和
解
状
況
》
に
対
し

て
正
当
性
を
与
え
て
い
る
。
〔
中
略
〕
行
政
の
法
律
拘
束
は
、
私
法
契
約
締
結
の
場
合
と
公
法
契
約
締
結
の
場
合
と
で
異
な
る
こ
と
は
な

い
。
こ
の
た
め
、
私
法
上
の
和
解
契
約
が
公
法
上
の
和
解
契
約
に
比
べ
て
、
よ
り
容
易
に
締
結
さ
れ
う
る
旨
を
承
認
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
私
法
上
の
和
解
の
締
結
も
ま
た
、
行
政
サ
イ
ド
に
対
し
て
〈
私
的
自
治
》
を
斡
旋
す
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
行
政
は
、
義
務
に
適
つ
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説

た
裁
量
に
よ
り
、
和
解
の
締
結
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
中
略
〕
交
換
契
約
に
関
す
る
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
五
六
条
は
、
契
約
内
容
に
関
し
て
特
に
重
要
な
一
般
契
約
法
を
規
律
し
て
い
る
。

こ
の
規
定
は
|
少
な
く
と
も
部
分
的
に
は
|
私
法
判
例
に
お
け
る
と
同
様
、
行
政
判
例
に
お
い
て
も
古
く
か
ら
認
め
ら
れ
て
き
た
連
結
禁

止
原
則
、
お
よ
び
そ
の
背
後
に
存
在
す
る
憲
法
命
題
の
現
れ
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
憲
法
拘
束
と
、
連
邦
法
上
の
連
結
禁
止
原

則
と
い
う
法
制
度
の
協
力
に
よ
っ
て
、
連
邦
行
政
手
続
法
第
五
六
条
と
い
う
法
治
国
上
の
基
準
は
、
同
じ
く
(
行
政
の
)
私
法
契
約
の
内

北法53(2・98)350

詰お

容
を
決
定
す
る
。
」

[
四
]
私
法
契
約
の
成
立
要
件

同
じ
こ
と
は
、
公
法
契
約
の
成
立
要
件
の
一
つ
を
規
律
す
る
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
五
八
条
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
第
三
者
の
権
利
を
直

接
侵
害
す
る
公
法
契
約
は
、
当
該
第
三
者
の
書
面
に
よ
る
同
意
が
あ
る
ま
で
暫
定
的
に
無
効
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
第
三
者
が
公
法
契
約

に
よ
り
法
律
上
の
権
利
・
利
益
を
侵
害
さ
れ
た
場
合
、
彼
は
取
消
訴
訟
に
よ
り
、
こ
れ
を
争
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
五
八
条

の
第
一
項
に
規
律
さ
れ
た
「
第
三
者
の
同
意
制
度
」
は
「
取
消
訴
訟
制
度
」
に
代
わ
る
第
三
者
の
権
利
救
済
制
度
で
あ
り
、
「
基
本
権
保
護
」

(
明
日
)

を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ク
レ
プ
ス
は
、
第
五
八
条
の
第
一
項
が
、
「
行
政
の
基
本
権
拘
束
」
と
い
う
憲
法
原
理
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
そ

れ
が
私
法
契
約
に
も
等
し
く
妥
当
す
る
法
理
論
で
あ
る
こ
と
を
肯
定
す
る
。
す
な
わ
ち
行
政
主
体
は
、
公
法
契
約
に
よ
る
か
私
法
契
約
に
よ

る
か
を
問
わ
ず
、
憲
法
上
の
基
本
権
拘
束
か
ら
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
第
三
者
の
権
利
を
侵
害
す
る
私
法
契
約
の
締
結
は
憲
法
上

禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
違
反
す
る
私
法
契
約
は
「
法
律
の
禁
止
」
に
違
反
し
、
民
法
典
第
一
三
四
条
に
よ
り
無
効
に
な
る
と
主
張
す
る

(
初
)

の
で
あ
る
。
彼
は
概
略
的
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。



「
私
法
契
約
の
形
成
に
お
け
る
第
三
者
の
保
護
が
、
公
法
契
約
の
締
結
に
際
し
て
の
第
三
者
の
保
護
に
匹
敵
し
う
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。

行
政
法
上
の
契
約
〔
公
法
契
約
l
筆
者
註
〕
に
の
み
適
用
可
能
な
行
政
手
続
法
第
五
八
条
第
一
項
の
規
定
に
従
え
ば
、
第
三
者
の
権
利
を

侵
害
す
る
公
法
契
約
は
、
当
該
第
三
者
が
書
面
で
こ
れ
を
同
意
し
た
場
合
に
初
め
て
有
効
に
な
る
。
他
方
、
そ
の
限
り
で
、
第
三
者
が
関

与
す
る
こ
と
な
く
私
法
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
第
三
者
に
法
的
に
義
務
を
課
す
こ
と
は
排
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
現
行
の
民
事
法
は
、
第
三
者
に
対
し
て
負
担
を
か
け
る
契
約
を
認
知
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
第
三
者
の
利
益
が

打
撃
を
被
る
限
り
で
、
私
法
契
約
の
締
結
は
、
第
三
者
利
害
関
係
人
と
の
関
係
で
、
行
政
主
体
を
基
本
権
拘
束
か
ら
解
放
し
な
い
。
行
政

手
続
法
の
第
五
八
条
第
一
項
に
よ
り
、
行
政
法
上
の
契
約
〔
公
法
契
約
1

筆
者
註
〕
の
場
合
、
基
本
権
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
第
三
者
の

利
益
侵
害
が
当
該
第
三
者
の
同
意
を
要
求
す
る
限
り
で
、
我
々
は
、
対
応
す
る
私
法
上
の
(
行
政
)
契
約
の
場
合
、
基
本
権
が
禁
止
法
の

性
格
を
有
し
、
そ
の
段
損
〔
私
法
契
約
に
よ
る
第
三
者
の
基
本
権
侵
害
l
筆
者
註
〕
は
、
民
法
典
第
一
三
四
条
に
よ
り
、
契
約
の
無
効
を

導
き
う
る
旨
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

行政契約の法理論(5・完)

[
五
]
暇
庇
あ
る
私
法
契
約
の
存
続
効

さ
ら
に
、
私
法
契
約
法
と
公
法
契
約
法
の
理
論
的
接
近
は
、
「
暇
抗
の
効
果
」
に
つ
い
て
も
見
受
け
ら
れ
る
。
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
五

九
条
は
、
確
か
に
、
公
法
契
約
の
無
効
原
因
を
規
律
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
少
な
く
と
も
、
そ
の
第
一
項
は
、
民
法
典
に
規
律
さ
れ
た

契
約
の
無
効
原
因
が
、
公
法
契
約
を
も
無
効
に
す
る
旨
を
規
定
す
る
。
ま
た
公
法
契
約
の
部
分
無
効
に
関
す
る
連
邦
行
政
手
続
法
第
五
九
条

の
第
三
項
は
、
民
法
典
第
一
三
九
条
と
同
じ
規
定
で
あ
り
、
公
法
契
約
・
私
法
契
約
・
民
事
契
約
の
聞
に
、
何
ら
本
質
的
な
相
違
性
を
見
出

(
幻
)

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
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そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
連
邦
行
政
手
続
法
第
五
九
条
第
二
項
の
第
一
号
乃
至
第
四
号
に
規
律
さ
れ
た
公
法
契
約
の
無
効
原
因
を
帯
び



説

る
私
法
契
約
の
存
続
効
で
あ
る
。
ク
レ
プ
ス
は
、
右
の
規
定
に
列
記
さ
れ
た
公
法
契
約
の
無
効
原
因
を
帯
び
た
私
法
契
約
が
、
や
は
り
無
効

と
な
る
事
実
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

連
邦
行
政
手
続
法
第
五
九
条
第
二
項
の
第
一
号
に
よ
る
と
、
対
応
す
る
内
容
を
持
つ
行
政
行
為
が
無
効
で
あ
る
場
合
、
公
法
契
約
は
無
効

(
詑
)

で
あ
る
。
ク
レ
プ
ス
は
、
ー
補
助
金
交
付
決
定
に
代
え
て
私
法
上
の
消
費
貸
借
契
約
が
締
結
さ
れ
た
場
合
な
ど
の
よ
う
に
|
、
行
政
行
為
に

(
お
)

よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
行
政
効
果
が
、
私
法
契
約
を
通
じ
て
も
達
成
さ
れ
う
る
事
実
を
指
摘
し
た
上
で
、
「
行
政
行
為
に
対
応
す
る
内
容
を
持

つ
私
法
契
約
が
重
大
な
暇
疲
を
帯
び
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
あ
ら
ゆ
る
状
況
の
理
性
的
評
価
に
際
し
て
明
白
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
当
該
私
法
契
約
が
民
法
典
第
一
三
四
条
の
意
味
で
の
法
律
の
禁
止
に
違
反
せ
ず
、
故
に
無
効
で
な
い
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
」
と
述
べ
、
対
応
す
る
内
容
を
持
つ
行
政
行
為
が
無
効
で
あ
る
場
合
、
私
法
契
約
も
ま
た
、
ー
民
法
典
の
第
二
二
四
条
に
よ
り
l
無
効

(M) 

と
評
価
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
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論

他
方
、
連
邦
行
政
手
続
法
第
五
九
条
第
二
項
の
第
二
号
に
よ
れ
ば
、
契
約
の
両
当
事
者
が
、
そ
の
違
法
性
を
認
識
し
つ
つ
公
法
契
約
を
締

(
お
)

結
し
た
場
合
、
右
の
公
法
契
約
は
無
効
と
な
る
。
問
題
は
、
「
契
約
の
両
当
事
者
に
よ
る
違
法
性
の
認
識
が
、
私
法
契
約
の
存
続
効
に
い
か

な
る
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
」
で
あ
る
が
、
ク
レ
プ
ス
は
、
こ
う
し
た
暇
疲
を
帯
び
る
私
法
契
約
は
公
序
良
俗
違
反
だ
と
し
、
民
法
典
第
二
二

(
お
)

八
条
に
よ
り
無
効
に
な
る
と
主
張
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
公
法
上
の
和
解
契
約
と
同
様
、
私
法
上
の
和
解
契
約
も
ま
た
、
「
行
政
の
法
律
適
合
性
原
理
(
憲
法
原
理
)
」
を
考
慮
し
、
そ
の

締
結
に
際
し
て
は
「
客
観
的
不
明
確
性
の
存
在
」
と
「
和
解
締
結
の
合
目
的
性
」
を
必
要
と
す
る
。
ま
た
公
法
上
の
交
換
契
約
と
同
様
、
私

法
上
の
交
換
契
約
も
ま
た
、
憲
法
原
理
で
あ
る
「
連
結
禁
止
原
則
」
や
「
比
例
原
則
」
、
さ
ら
に
「
過
剰
規
制
禁
止
原
則
」
に
違
反
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
ク
レ
プ
ス
に
よ
れ
ば
、
右
の
憲
法
原
理
に
違
反
し
て
締
結
さ
れ
た
私
法
上
の
和
解
契
約
は
、
「
法
律
の
禁
止
(
民
法
典
第

一
三
四
条
)
」
乃
至
「
善
良
風
俗
違
反
(
民
法
典
第
二
二
八
条
)
」
に
該
当
し
て
、
ま
た
「
連
結
禁
止
原
則
」
に
違
反
し
て
締
結
さ
れ
た
私
法



(
幻
)

上
の
交
換
契
約
は
、
「
善
良
風
俗
違
反
(
民
法
典
第
一
三
八
条
)
」
に
該
当
し
て
無
効
と
な
る
。

[
六
]
私
法
契
約
と
私
的
自
治
・
契
約
自
由
の
原
則

行政契約の法理論(5・完)

最
後
に
、
私
法
契
約
と
私
的
自
治
・
契
約
自
由
の
原
則
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
お
こ
う
。
前
章
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
近
年
、
ド
イ

ツ
の
行
政
法
学
の
趨
勢
は
、
「
基
本
権
の
享
有
主
体
」
が
、
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
自
由
権
的
基
本
権
を
行
使
し
、
自
己
決
定
に
よ
り
法
律
関

係
を
創
設
す
る
現
象
を
と
ら
え
て
「
私
的
自
治
の
原
則
」
と
説
明
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
公
法
契
約
に
関
与
し
た
私
人
は
と
も
か
く
、
基
本

権
の
享
有
主
体
性
を
否
定
さ
れ
る
行
政
主
体
に
は
、
「
私
的
自
治
の
原
則
」
は
妥
当
せ
ず
、
ま
た
|
私
的
自
治
の
原
則
の
一
側
面
と
し
て
、

(
お
)

常
に
そ
れ
と
連
動
す
る
!
「
契
約
自
由
の
原
則
」
も
ま
た
妥
当
し
な
い
。

他
方
、
「
私
法
契
約
に
関
与
し
た
行
政
主
体
に
、
私
的
自
治
の
原
則
や
契
約
自
由
の
原
則
が
妥
当
す
る
の
か
」
が
問
題
と
な
る
が
、
ク
レ

プ
ス
に
よ
る
と
、
公
法
契
約
の
場
合
と
同
様
、
私
法
契
約
に
関
与
し
た
行
政
主
体
に
は
、
「
私
的
自
治
の
原
則
」
は
も
ち
ろ
ん
、
「
契
約
自
由

の
原
則
」
も
ま
た
妥
当
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
私
法
契
約
を
締
結
す
る
行
政
主
体
は
、
確
か
に
表
面
的
に
は
一
般
私
人
と
変
わ
ら
ぬ
立
場
に

立
つ
が
、
し
か
し
法
的
に
は
、
法
律
適
合
性
原
理
を
初
め
と
す
る
憲
法
上
の
基
本
原
則
に
拘
束
さ
れ
る
国
家
機
関
と
し
て
の
地
位
を
失
わ
ず
、

(ぬ
)

(

ω

)

(

H

U

)

「
基
本
権
の
享
有
主
体
性
」
を
否
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
に
再
度
引
用
す
る
ク
レ
プ
ス
の
主
張
は
、
そ
れ
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

「
基
本
権
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
自
己
決
定
の
可
能
性
と
い
う
意
味
で
の
契
約
の
自
由
は
、
そ
れ
が
基
本
権
主
体
た
り
う
る
限
り
で
の
み
、

高
権
主
体
に
帰
属
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
高
権
主
体
が
基
本
権
主
体
た
り
得
る
か
、
ど
の
程
度
で
高
権
主
体
が
基
本
権
主
体
た
り
う
る
の
か

は
、
意
見
が
対
立
し
た
状
況
で
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
確
立
し
た
判
例
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
原
則
と
し
て
否
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
《
人
の
自
己
決
定
と
い
う
一
般
原
理
の
一
部
分
》
と
し
て
の
私
的
自
治
は
、
契
約
を
締
結
す
る
公
行
政
の
担
い
手
に
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説

は
帰
属
し
な
い
。
そ
れ
は
、
行
政
主
体
が
私
法
契
約
と
い
う
法
形
式
を
使
う
か
、
公
法
契
約
と
い
う
法
形
式
を
使
う
か
に
関
係
な
い
。
」

(
傍
点
筆
者
)

号b.
ロ岡

結
局
、
本
稿
の
第
一
章
乃
至
第
六
章
で
検
討
し
た
公
法
契
約
法
の
多
く
は
、
私
法
契
約
法
と
し
て
も
通
用
し
、
「
行
政
契
約
法
」
た
る
性

格
を
認
め
ら
れ
る
。
事
実
ク
レ
プ
ス
も
、
公
法
契
約
法
と
私
法
契
約
法
が
、
損
害
賠
償
法
、
訴
訟
法
規
、
強
制
執
行
法
な
ど
の
「
契
約
の
病

理
学
(
〈
刊
号
括
的
官
同
町
O
E色
町
)
」
に
お
い
て
若
干
の
違
い
を
示
す
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
そ
れ
以
外
に
お
い
て
、
両
契
約
に
妥
当
す
る
法

(
必
)

理
論
に
根
本
的
な
差
違
は
存
在
し
な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

む
ろ
ん
、
私
法
契
約
を
め
ぐ
る
議
論
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
右
に
紹
介
し
た
ク
レ
プ
ス
の
見
解
が
、
そ
の
後
の
学
説
上
、
ど
の
程

度
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
は
注
意
深
く
見
守
る
必
要
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
仮
に
右
ク
レ
プ
ス
の
指
摘
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
行
政
契
約
論

(
幻
)

の
体
系
化
を
志
向
す
る
ド
イ
ツ
行
政
法
学
の
動
向
は
、
同
じ
く
私
法
契
約
論
を
含
む
我
が
国
行
政
契
約
論
に
と
っ
て
十
分
参
考
に
値
す
る
。

「
行
政
契
約
の
比
較
法
的
考
察
|
建
設
法
領
域
を
中
心
と
し
て
」
同
『
現

(
l
)
ド
イ
ツ
私
法
契
約
論
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
大
橋
洋
一

代
行
政
の
行
為
形
式
論
」
弘
文
堂
(
一
九
九
三
年
)
二
二
七
頁
。

(2)
公
法
契
約
と
私
法
契
約
の
峻
別
論
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
大
橋
・
前
掲
論
文
(
詮
1
)

一
六
回
頁
以
下
、
石
井
昇
「
行
政
契
約
の
理
論
と
手

続
1

補
助
金
契
約
を
題
材
に
し
て
|
』
弘
文
堂
(
一
九
八
七
年
)
八
四
頁
以
下
、
森
田
寛
二
「
行
政
契
約
・
協
定
方
式
の
問
題
点
」
成
田
頼
明

編
『
行
政
法
の
争
点
(
新
版
)
』
有
斐
閣
(
一
九
九
O
年
)
八
四
頁
以
下
。
な
お
、
三
好
充
『
フ
ラ
ン
ス
行
政
契
約
論
』
成
文
堂
(
一
九
九
五
年
)

三
頁
以
下
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
行
政
契
約
(
私
法
的
規
律
と
は
異
な
っ
た
行
政
法
の
特
殊
な
規
律
に
服
し
、
し
か
も
そ
の
訴
訟
が
行
政
裁
判
所
に
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行政契約の法理論(5・完)

属
す
契
約
で
あ
っ
て
、
ド
イ
ツ
法
に
言
う
公
法
契
約
に
相
当
す
る
)
が
、
い
か
な
る
基
準
に
従
っ
て
行
政
上
の
私
法
契
約
と
区
別
さ
れ
る
の
か

を
考
察
す
る
。
な
お
本
稿
は
、
ド
イ
ツ
法
に
い
う
公
法
契
約
と
私
法
契
約
の
峻
別
基
準
に
対
象
を
限
定
す
る
。

(
3
)
参
照
、
大
橋
・
前
掲
論
文
(
註

1
)

一
六
四
頁
、
石
井
・
前
掲
書
(
註

2
)
八
四
頁
。

(
4
)

ヨ=ア
8
2
5
5
s・。
g
N
S
ι
2
5
2包
冨
諸
島
自
身

E
E
B
Z〈
主
同
配
偶

2
E
与田
BnFop
印・ニム・

(
5
)
g
o
-
R
S間同
wogn・
0
2
2
g
a
E
Z富田『
R
E
5伺
〈
四
円
垣
島
ロ
ロ
加
担
〈
刊
号
お
き
出

g
e
E開田町
O
E
C
F
E
5
2
5
2白
ZEm--。
ヌ
∞
-
N
∞同

(
6
)
司
自
由
』

zzg君
。
回
連
。

RO回
同

nzo戸
〈
一
四
『
垣
島
ロ
ロ
間
関
『
刊
の
町
門
戸
凶
岩
凶
・

(
7
)
C肖
E
o
s
gロ
昌
平
向
島
田
回
目
巧

3
2
E
Z窓口問
2・
5
2各
自
加
国
語
広
島
『

g
回
目
町
長
い

E
p
m
凶
。
出

(
8
)
ウ
レ
と
ラ
ウ
ピ
ン
ガ

l
は
、
次
の
よ
う
に
一
言
う
。
「
契
約
を
通
じ
て
創
設
・
取
消
・
変
更
・
確
認
さ
れ
る
権
利
乃
至
義
務
が
、
公
法
上
の
性
質

を
有
す
の
か
、
そ
れ
と
も
私
法
上
の
性
質
を
有
す
の
か
は
、
そ
れ
が
公
行
政
の
主
体
に
の
み
与
え
ら
れ
得
る
の
か
、
そ
れ
と
も
あ
ら
ゆ
る
人
に

与
え
ら
れ
得
る
の
か
に
従
っ
て
判
断
さ
れ
る
。
建
築
許
可
は
、
権
限
を
有
す
る
行
政
庁
に
よ
っ
て
の
み
付
与
さ
れ
う
る
。
行
政
庁
が
契
約
上
建

築
許
可
を
与
え
、
若
し
く
は
契
約
上
行
政
庁
が
建
築
許
可
の
付
与
を
義
務
付
け
ら
れ
る
場
合
、
こ
の
契
約
は
、
以
上
の
理
由
か
ら
公
法
上
の
性

質
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
物
の
譲
渡
義
務
は
、
単
に
公
行
政
の
主
体
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
よ
っ
て
も
ま
た
引
き

受
け
ら
れ
得
る
。
従
っ
て
、
州

X
が
契
約
上

Y
に
対
し
て
特
定
の
不
動
産
の
譲
渡
を
義
務
付
け
ら
れ
る
場
合
、
こ
の
契
約
は
私
法
契
約
で
あ
る
。
」

と

(
g
m
p
g窓
口
加
戸
陪
・
白
・
。

(
E・3
岨
臼
・
凶
。
∞
・
)
。
な
お
、
我
が
固
に
お
い
て
も
森
田
寛
二
教
授
は
、
右
に
紹
介
し
た
権
限
理
論
に
立
っ
て
、
公
法

契
約
と
私
法
契
約
と
を
分
類
す
る
(
参
照
、
森
田
・
前
掲
論
文
(
註

2
)
八
四
頁
以
下
)
。

(
9
)
8
8
s
s
s・
g・0(EIS--
∞

-z
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
論
文
に
お
い
て
は
、
特
に
権
限
理
論
・
規
範
擬
制
理
論
・
任
務
理
論
が
、
公

法
と
私
法
の
境
界
線
上
で
規
律
さ
れ
る
契
約
類
型
の
法
的
性
質
を
決
定
す
る
た
め
に
発
展
せ
し
め
ら
れ
て
き
た
。
〔
中
略
〕
こ
う
し
た
理
論
も
ま

た
完
全
な
形
で
公
法
契
約
と
私
法
契
約
と
の
境
界
づ
け
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
確
か
に
、
行
政
任
務
の
種
類
と
目
的
を
手
掛
か
り
に
、

契
約
対
象
に
よ
る
分
類
が
前
提
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
常
こ
う
し
た
限
界
付
け
は
、
契
約
の
任
務
類
型
的
な
分
類
を
可
能
に
す
る
。

し
か
し
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
特
に
契
約
が
相
互
に
私
法
的
要
素
と
公
法
的
要
素
を
併
せ
持
つ
場
合
、
明
確
に
資
格
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

ケ

l
ス
が
残
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
」
と
(
傍
点
筆
者
)
。

(叩

)
g
m
p
g
Eロ
m
m
F
2・0
(
E・3
・∞・

2
rな
お
ク
レ
プ
ス
も
ま
た
ウ
レ
・
ラ
ウ
ピ
ン
ガ
!
と
同
様
の
見
解
を
示
し
て
、
ボ
ツ
セ
の
任
務
理
論
を

批
判
し
て
い
る
(
〈
包
温
厚
刊
岳
町

ι臼
nF55a〉
E
5
8ミ
垣
島
町
『

Fmg-monzgpag
∞四位岳町

ZE--nE2〈
皇
忠
明
0

・
∞
・
志
向
)

0
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説論

(
日
)
ク
レ
プ
ス
は
、
規
範
擬
制
理
論
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。
日
く
「
規
範
擬
制
理
論
に
対
し
て
は
、
契
約
の
一
方
当

事
者
が
公
権
力
の
主
体
で
あ
る
場
合
に
、
契
約
が
常
に
公
法
契
約
に
な
っ
て
し
ま
う
旨
の
批
判
が
為
さ
れ
る
。
契
約
に
よ
る
規
律
が
規
範
に
よ

り
追
求
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
場
合
、
当
該
擬
制
規
範
の
分
類
主
体
は
.
必
然
的
に
高
権
主
体
で
あ
り
、
当
該
擬
制
規
範
は
、
必
然
的
に
公
法
規
範

と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
(
印
n
z
E
e
a〉
民
自
信
ロ
決
g
g
-
p
p
O
(
E・5v-
∞
-
E
a
-
-

(ロ
)
M
n
F
E
h】
ヤ
〉
民
自
信
ミ
町
吾
朗
唱
曲
・
白
・
。

(3・5)・・
ω・志。・

(日

)
8
8
5
5
s・
g・0
(
E・品)・・∞
--E『

(
比
)
公
法
契
約
と
私
法
契
約
の
峻
別
基
準
が
錯
綜
し
た
状
況
に
あ
る
首
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
参
照
、
大
橋
・
前
掲
論
文
(
註
l
)

一
六
四

頁。

(
日
)
行
政
私
法
論
に
つ
い
て
は
、
成
田
頼
明
「
行
政
私
法
」
成
田
編
『
行
政
法
の
争
点
(
新
版
)
』
(
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
)
二
六
頁
以
下
、
同
「
非

権
力
行
政
の
法
律
問
題
」
公
法
研
究
第
二
八
号
(
一
九
六
六
年
)
一
三
七
頁
以
下
、
塩
野
宏
『
オ
ッ
ト
l
・
マ
イ
ヤ
l
行
政
法
学
の
構
造
』
有

斐
閣
(
一
九
六
二
年
)
三
七
二
頁
以
下
参
照
。

(
日
)
司
自
由

P
E
a
tそ。
-R
〈
O叫謡曲
R
g
m
E
n
Z
F
-
s
a
-
∞
司
-
一
な
お
ヴ
ォ
ル
フ
の
行
政
私
法
論
に
つ
い
て
は
、
〈
mF・4
そ
島
町
司
首
相

F
〈伺見門官加凹

ERH

〉宮間肖島町町四国
N

吉田町
FOロ品目『〈刊『垣島ロロ伺ロロ品開》同時〈
a
g
-
〈〈
u
g
m
F
U
N
-
回
・
自
己
-u
印
司
自
ロ
。
耳
目

S
・
p
p
O
(明ロ・品)・・
ω-HEN『・

(
口
)
開

E
R
P
U〈
回

fz∞凶
-M・品
NMR-

(

刊

日

)

寄

mg-
阻

-P
。

(E・
5
・・∞

-srク
レ
プ
ス
は
、
行
政
私
法
論
が
使
う
〔
公
的
任
務
の
直
接
的
実
現
〕
と
い
う
概
念
の
陵
昧
さ
を
批
判
し
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
個
々
の
行
政
措
置
は
、
同
時
に
様
々
な
任
務
を
実
現
し
、
行
政
任
務
を
直
接
的
・
間
接
的
に
達
成
す
る
(
私
経
済
事

業
は
、
利
益
獲
得
と
同
時
に
、
景
気
対
策
と
い
う
公
的
任
務
に
も
直
接
役
立
つ
)
。
〔
中
略
〕
従
っ
て
、
公
的
任
務
の
直
接
的
な
履
行
と
い
う
メ

ル
ク
マ
ー
ル
は
、
判
別
基
準
と
し
て
は
、
そ
れ
自
体
ほ
と
ん
ど
無
用
で
役
に
立
た
な
い
。
行
政
私
法
が
そ
の
適
用
領
域
を
唆
昧
に
し
か
提
示
で

き
な
い
こ
と
が
、
そ
の
法
教
義
的
構
造
の
固
有
の
難
点
で
あ
る
。
」
と

(
M
n
E
E
a
?〉
雪
国
島
ロ
ミ

F
d
F
2・。
(
E
-
9・
M
-
E
5
。

(
凶
)
ク
レ
プ
ス
が
行
政
私
法
論
と
同
じ
く
、
私
法
活
動
を
公
法
的
拘
束
に
服
せ
し
め
る
こ
と
を
も
く
ろ
ん
で
い
た
事
実
は
、
以
下
の
記
述
に
も
明

確
に
現
れ
て
い
る
。
日
く
「
私
法
契
約
が
私
法
規
範
に
よ
っ
て
の
み
拘
束
さ
れ
、
公
法
契
約
が
も
っ
ぱ
ら
公
法
規
範
に
よ
っ
て
の
み
評
価
さ
れ

る
と
誤
解
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
実
定
法
及
び
今
日
の
法
ド
グ
マ

1
テ
イ
ク
は
、
む
し
ろ
そ
の
逆
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
私
人
は
民
事
契
約
の

締
結
に
際
し
で
も
公
法
規
定
に
も
ま
た
拘
束
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
違
反
は
、
民
法
第
一
コ
一
四
条
に
よ
る
契
約
の
無
効
を
生
ぜ
し
め
る
。
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行政契約の法理論(5・完)

他
方
、
国
家
が
私
法
主
体
と
し
て
私
法
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
も
ま
た
同
じ
こ
と
が
言
え
る
(
私
法
契
約
を
締
結
す
る
国
家
も
ま
た
、
公
法

規
範
の
拘
束
を
受
け
、
そ
れ
に
違
反
し
た
場
合
、
民
法
第
一
三
四
条
に
従
い
契
約
は
無
効
に
な
る
筆
者
註
ご
と
(
∞

S
E
e
f〉
回
目
吉
田
決

B
F

向島・。(明白
H
O
Y
-

印-H
凶山閣内・)。

(
却
)
町
四
F

F

2
。(明白・

5
3∞
-N3・

(
幻
)
な
お
ス
パ
ノ
ヴ
ス
キ
ー
も
、
行
政
私
法
論
を
基
盤
に
私
法
契
約
を
公
法
的
拘
束
に
服
せ
し
め
、
以
て
公
法
契
約
法
と
私
法
契
約
法
と
を
接
近

さ
せ
よ
う
と
す
る
ク
レ
プ
ス
を
支
持
し
て
い
る
(
田
宮
口

5
5
S
-
白ゐ・。

(E・品
)
3

∞・
H
a
M
円)。

(
辺
)
参
照
、
第
一
章
第
二
節
二
。

(
お
)
参
照
、
第
二
章
第
二
節
。

(
M
)
F
o
g
-
2・。

(3・広)ニ∞・
5
凶
・
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
行
政
手
続
法
の
規
定
が
、
吾
川
骨
b
mい
R
T
静
ト
ェ
奇
い
い
抽

w
b
b
J
V
か
か
舟
か
冊
h

小下、

少
な
く
と
も
そ
れ
は
、
私
法
形
式
の
利
用
に
際
し
で
も
、
行
政
を
拘
束
す
る
。
」
と
(
傍
点
筆
者
)
。

(
お
)
臼
n
F
E
e
E〉
E
B
Sミ
F
S
F
白
-
P
O
(
E・5
)・・∞
-H凶同・

(
お
)
参
照
、
第
三
章
第
二
節
。

(
幻
)
参
照
、
第
三
章
第
三
節
。

(
お
)
印
n
z
s
Eヤ
〉
民
自
白
出
足
囲
内
B
Z
e
p陪・。(明ロ・
5)--
∞・

5
ぇ・

(
却
)
参
照
、
第
四
章
第
二
節
一
。

(
却
)
臼
n
F
呈
宇
〉
国
5
8ミ
寄
刊
芦
田
・
白
・
。

(E・】{})・・∞・戸宮内

(
む
)
印
n
z
E島'〉国
5
8ミ関
a
g
w
目・白・。

(
E・5yw
印
ム
遣
問

(
幻
)
参
照
、
第
五
章
第
二
節
二
。

(
お
)
臼
n
F
B
Eヤ
〉
∞
自
由
ロ
ミ
穴
B
g岨何回・目・。(明白・
5y-
∞
--ao(
明ロム一
N
U
)

(
M
)
印
n
z
g
Eヤ
〉
民
自
由
ロ
ミ
関
円
相
σP
阻・国・。

(
E・5
)・・∞
--ac・

(
お
)
第
五
章
第
二
節
三
。

(
お
)
印
nzERH同
・
〉
回
目
白
ミ
町
四
宮
@
釦
-
E
・。

(
E・5
)・・∞
--ao
円

(
幻
)
∞
n
F
E円四ヤ〉雪国
gミ関
B
F
P
2・0
(
E一{))・・∞

-mrな
お
、
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
六
六
年
七
月
十
四
日
判
決
も
ま
た
、
連
結
禁
止
原
則
に
違
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説論

反
し
て
締
結
さ
れ
た
私
法
契
約
が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
(
匂
〈
回
「
志
向
3
・
m
・
区
民
(
印
い
ご
・
)
。
「
い
ず
れ
に
せ

よ
遵
守
さ
れ
る
べ
き
は
、
国
家
そ
の
他
の
公
共
団
体
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
職
務
上
の
任
務
遂
行
に
対
し
て
金
銭
の
支
払
い
を
さ
せ
て
は
な

ら
ず
、
特
に
、
そ
れ
を
認
め
る
法
律
の
授
権
も
な
し
に
、
そ
の
職
務
上
の
任
務
遂
行
を
経
済
的
反
対
給
付
に
依
存
せ
し
め
で
は
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
基
本
原
則
へ
の
違
反
は
、
通
常
、
|
私
法
上
の
、
あ
る
い
は
公
法
上
の
|
契
約
を
無
効
に
す
る
。
」
と
。
(
傍
点
筆
者
)
。

(
お
)
参
照
、
第
六
章
第
四
節
二
。

(
却
)
印

nFE会
E

〉

-wBSミ
寄
伺

g
・
2
・。

(E・】{))・・
ω・5
M
L

ク
レ
プ
ス
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
行
政
主
体
が
契
約
に
関
与
す
る
場
合
(
行
政
契
約
)
、

公
法
と
私
法
の
法
原
則
上
の
相
違
性
は
、
公
法
契
約
と
私
法
契
約
と
い
う
法
形
式
に
お
い
て
は
、
対
応
関
係
を
認
め
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
公
法

上
の
行
政
契
約
と
私
法
上
の
行
政
契
約
は
、
法
教
義
に
関
し
て
相
互
に
接
近
し
て
い
る
。
以
前
か
ら
十
分
に
発
達
せ
し
め
ら
れ
て
き
た
私
法
形

式
類
型
を
利
用
す
る
一
方
で
、
公
法
的
法
拘
束
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
国
家
が
国
家
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
法
形
式
に
関

係
な
く
、
国
家
に
特
有
の
法
的
地
位
を
放
棄
し
得
な
い
と
い
う
一
般
的
に
支
持
さ
れ
た
見
解
の
結
果
に
他
な
ら
な
い
。
」
と
(
傍
点
筆
者
)
。

(
刊
)
印

nzEeE〉
居
間

MSミ
同

s
g・
2
・。(明ロ・】{))・・

ω・己。・
u

な
お
ス
パ
ノ
ヴ
ス
キ
ー
も
、
私
法
契
約
を
締
結
す
る
行
政
主
体
に
は
私
的
自
治
な
ど
存
在

し
な
い
こ
と
を
認
め
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
行
政
は
、
原
理
的
に
私
法
形
式
の
選
択
が
許
容
さ
れ
て
い
る
場
合
に
も
ま
た
、
公
法
的
制
約
に
服

す
る
。
私
法
の
マ
ン
ト
を
覆
っ
た
行
政
も
ま
た
、
私
的
自
治
(
空
重
注
目
。

S
E
O
)
を
享
受
し
な
い
。
〔
中
略
〕
私
的
自
治
が
、
自
己
の
法
的
関

係
の
形
成
に
お
け
る
個
々
人
の
自
己
決
定
の
承
認
を
表
現
す
る
個
人
主
義
的
原
理
で
あ
る
こ
と
を
別
と
し
て
も
、
私
法
形
式
に
お
い
て
活
動
す

る
行
政
に
対
す
る
強
い
公
法
拘
束
は
、
個
々
人
の
自
己
決
定
と
は
合
致
し
な
い
形
成
余
地
の
狭
限
化
を
も
た
ら
す
。
」
と
(
切
勺

8
8
5
ξ
・白・白・。

(司ロ・品)・・切

--a念日
)

0

(
引
)
し
た
が
っ
て
、
工
事
請
負
契
約
や
土
地
の
任
意
買
収
に
際
し
て
締
結
さ
れ
る
売
買
契
約
な
ど
の
(
行
政
上
の
)
私
法
契
約
を
、
民
法
上
の
契

約
と
資
格
づ
け
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。
確
か
に
、
私
法
契
約
形
式
を
利
用
す
る
行
政
主
体
は
、
私
人
と
同
様
の
立
場
に
立
つ
か
の
知
き
外

観
を
示
す
。
し
か
し
、
私
法
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
も
、
国
家
機
関
と
し
て
の
地
位
を
失
わ
な
い
行
政
主
体
は
、
「
私
的
自
治
」
や
「
契
約
の
自

由
」
を
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
手
続
商
・
実
体
面
の
双
方
に
お
い
て
、
公
法
契
約
と
同
様
の
法
的
統
制
を
及
ほ
さ
れ
る
。
こ
の
事
実
に
鑑
み
る
と
、

行
政
上
の
私
法
契
約
は
、
民
事
契
約
と
構
造
上
、
全
く
異
な
る
。
ブ
ル
マ
イ
ス
タ
ー
も
、
土
地
収
用
に
代
え
て
締
結
さ
れ
る
土
地
売
買
契
約
(
行

政
上
の
私
法
契
約
)
を
民
事
契
約
と
資
格
づ
け
る
こ
と
に
対
し
て
強
い
懸
念
を
示
し
て
お
り
、
「
右
私
法
契
約
の
締
結
は
、
土
地
収
用
を
行
う
た

め
の
法
律
要
件
が
充
足
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
り
許
容
さ
れ
、
行
政
主
体
は
、
私
法
契
約
を
通
じ
て
、
思
う
が
ま
ま
に
土
地
取
引
に
関
与
す
る
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こ
と
は
で
き
な
い
。
」
と
述
べ
、
行
政
上
の
私
法
契
約
が
、
民
法
上
の
契
約
と
根
本
的
に
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
強
調
し
て
い
る

(
回
目
乙

0
5
5
W
2
5
8円
R
5
3
3
m
2
E
与
哲
5
2
2
2
5島
町
司

5
2包
円
ロ
ロ

m
z
E
E
S
E
-〈
〈

U
印門戸
U
M
-

∞-
M

室内)。

(
必
)
臼
n
z
E
喜
E

〉
国

B
Sミ
町
四

F
P曲。
(E・5v-
∞・忌
M
よ
な
お
ス
パ
ノ
ヴ
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
連
邦
行
政
手
続
法
第
六
O
条
第
一
項
第
二
文
(
公
共

の
福
祉
へ
の
著
し
い
損
害
を
回
避
す
る
た
め
に
、
行
政
庁
に
よ
る
公
法
契
約
の
一
方
的
解
約
を
認
め
る
規
定
)
も
、
そ
れ
が
公
法
契
約
特
有
の

法
理
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
私
法
契
約
へ
の
準
用
を
否
定
さ
れ
る
。
右
の
公
法
契
約
法
理
が
、
憲
法
上
の
要
請
を
具
体
化
し
た
も
の
で
は
な

い
こ
と
が
、
そ
の
主
な
理
由
の
よ
う
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
私
法
契
約
に
よ
っ
て
活
動
す
る
行
政
主
体
も
ま
た
公
益
適
合
性
原
理
か
ら
解
放
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
考
慮
し
た
ス
パ
ノ
ヴ
ス
キ

i
は
、
私
法
契
約
に
よ
る
公
益
侵
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
行
政
主
体
は
私
人
と
の
交

渉
を
通
じ
て
、
公
益
を
理
由
と
し
た
解
約
条
項
を
設
け
る
べ
き
義
務
を
負
う
と
結
論
づ
け
て
い
る
(
印
宮
ロ

gsz-E・
曲
。
(
E
h
)
・
・
印
・
民
主
。

(
必
)
大
橋
洋
一
教
授
も
同
旨
の
見
解
を
主
張
し
て
い
る
。
参
照
、
大
橋
・
前
掲
論
文
(
註
l
)
二
二
七
頁
。

終
章

総
括
的
考
察
と
今
後
の
課
題

行政契約の法理論(5・完)

以
上
を
も
っ
て
、
ド
イ
ツ
行
政
契
約
論
の
分
析
を
終
了
す
る
。
最
後
に
、
本
稿
で
の
分
析
結
果
を
今
一
度
整
理
し
た
う
え
で
、
筆
者
に
課

せ
ら
れ
た
今
後
の
研
究
課
題
を
示
す
こ
と
に
し
た
い
。

第

節

本
稿
の
要
約

第
一
章
で
は
、
「
法
規
定
に
反
し
な
い
限
り
」
で
公
法
契
約
を
許
容
す
る
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
五
四
条
に
焦
点
を
あ
て
、
行
政
主
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説

体
と
私
人
が
、
公
法
契
約
の
締
結
を
目
指
し
た
交
渉
活
動
を
開
始
す
る
た
め
の
要
件
を
検
討
し
た
。
特
に
こ
こ
で
は
、
オ
ッ
ト
l
・
マ
イ
ヤ
l

以
来
の
ド
イ
ツ
行
政
法
学
説
が
、
公
法
契
約
の
可
能
性
及
び
許
容
要
件
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
き
た
の
か
を
振
り
返
り
な

::t為
自岡

が
ら
、
右
の
許
容
要
件
が
立
法
化
さ
れ
た
意
味
を
検
討
し
た
(
第
二
節
)
。

「
法
規
定
に
反
し
な
い
限
り
」
と
い
う
許
容
要
件
は
、
「
法
律
の
禁
止
に
反
し
な
い
限
り
(
契
約
に
よ
る
法
律
関
係
の
規
律
が
法
律
上
禁
じ

ら
れ
て
い
な
い
限
り
)
」
と
い
う
意
味
で
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
公
法
契
約
に
よ
る
法
律
関
係
の
規
律
は
、
「
法
律
の
禁
止
」
が

存
在
し
な
い
限
り
で
、
そ
れ
を
授
権
す
る
明
示
・
黙
示
の
法
規
範
が
存
在
し
な
い
場
合
に
お
い
て
も
法
的
に
許
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
右
の
事
実
か
ら
、
「
公
法
契
約
に
は
法
律
の
留
保
が
及
ば
な
い
」
と
結
論
づ
け
て
は
な
ら
な
い
。
法
律
の
留
保
に
つ
き
「
本
質
性
理

論
」
に
立
つ
ド
イ
ツ
で
は
、
行
政
の
行
為
形
式
に
関
係
な
く
、
憲
法
上
の
基
本
権
・
法
治
国
家
原
理
・
民
主
制
原
理
等
を
考
慮
し
て
法
律
の

留
保
領
域
が
決
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
理
論
の
下
で
は
、
ま
ず
、
基
本
権
を
侵
害
す
る
行
政
作
用
が
今
な
お
法
律
の
留
保
領
域
に
数

え
ら
れ
る
(
基
本
権
的
法
律
留
保
)
。
他
方
、
基
本
権
保
護
の
必
要
性
を
超
え
、
さ
ら
に
憲
法
上
の
民
主
制
原
理
を
考
慮
し
て
、
法
律
の
留

保
が
要
請
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
都
市
建
設
法
領
域
や
補
助
金
行
政
領
域
が
そ
の
事
例
で
あ
る

こ
の
点
、
私
人
が
契
約
に
よ
っ
て
義
務
を
引
き
受
け
る
行
為
そ
れ
自
体
は
「
基
本
権
の
行
使
」
で
あ
り
、
「
基
本
権
的
法
律
留
保
を
呼
び

起
こ
す
基
本
権
の
侵
害
で
は
な
い
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
公
法
契
約
の
締
結
に
あ
た
り
、
基
本
権
的
法
律
留
保
を
考
慮
す
る
必
要
は

な
い
。
し
か
し
、
民
主
制
原
理
等
を
考
慮
し
て
法
律
の
留
保
が
要
請
さ
れ
る
行
政
領
域
に
あ
っ
て
は
、
今
な
お
法
律
が
存
在
し
な
い
状
況
に

お
い
て
、
相
手
方
私
人
の
同
意
が
あ
る
こ
と
を
正
当
化
根
拠
に
公
法
契
約
に
よ
っ
て
法
律
関
係
を
規
律
す
る
こ
と
は
法
的
に
許
容
さ
れ
な
い
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
質
性
理
論
の
下
で
は
、
行
政
の
行
為
形
式
に
関
係
な
く
法
律
の
留
保
領
域
が
決
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
法
律
の
留
保
」
と
い
う
基
本
原
則
は
、
基
本
法
の
第
二
O
条
第
三
項
に
根
拠
を
持
つ
憲
法
上
の
原
別
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
法
規
定

に
反
し
な
い
限
り
」
で
公
法
契
約
を
許
容
す
る
旨
を
定
め
た
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
五
四
条
は
、
憲
法
上
の
原
則
と
し
て
の
「
法
律
の
留
保

(
法
律
の
留
保
の
客
観
法
的
側
面
)
。
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論
」
と
の
整
合
性
を
保
ち
つ
つ
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
憲
法
の
下
位
規
範
で
あ
る
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
五
四
条
を
根
拠
に
、
「
公

法
契
約
は
も
は
や
法
律
の
留
保
に
は
服
さ
な
い
。
」
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ク
レ
プ
ス
及
び
シ
ン
プ
フ
に
よ
れ
ば
、
「
法
規
定
に
反
し
な
い
限
り
」
で
契
約
を
許
容
す
る
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
五
四
条
は
、
「
法
律
の

優
位
」
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
「
法
律
の
留
保
」
に
つ
い
て
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
契
約
に
よ
る
法
律
関
係
の
規
律
が

禁
じ
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
(
法
律
の
禁
止
が
存
在
し
な
け
れ
ば
)
、
契
約
に
よ
っ
て
法
律
関
係
を
規
律
す
る
可
能
性
は
確
か
に
否
定
さ
れ
な

い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
本
質
性
理
論
の
下
で
、
法
律
の
留
保
が
及
ば
な
い
と
さ
れ
る
行
政
領
域
に
つ
い
て
の
み
い
え
る
こ
と
で
あ
り
、
憲
法

上
の
民
主
制
原
理
を
考
慮
す
る
中
で
法
律
の
留
保
が
及
ぶ
と
さ
れ
る
都
市
建
設
法
領
域
や
補
助
金
行
政
領
域
等
に
お
い
て
は
、
法
律
の
根
拠

な
く
、
相
手
方
私
人
の
同
意
が
存
在
す
る
こ
と
の
み
を
も
っ
て
公
法
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
は
、
法
律
の
留
保
の
観
点
か
ら
法
的
に
許
容
さ

れ
な
い

(
第
三
節
)
。

行
政
主
体
と
私
人
は
、
「
法
律
の
禁
止
」
に
違
反
せ
ず
、
か
っ
「
(
憲
法
上
の
民
主
制
原
理
を
考
慮
し
て
要
求
さ
れ
る
)
法
律
の
留
保
」

に
違
反
し
な
い
限
り
で
、
公
法
契
約
の
締
結
を
目
指
し
た
交
渉
活
動
を
開
始
し
う
る
。
第
二
章
で
は
、
契
約
交
渉
を
支
配
す
る
法
理
論
を
検

行政契約の法理論(5・完)

4
叶
a

J

も
省
』

O

-
=
-
n
H
1
1
J
J
 

第
二
節
で
み
た
よ
う
に
、
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
二
編
(
第
九
条
乃
至
第
三
四
条
)
に
は
、
「
行
政
手
続
の
通
則
規
定
」
が
存
在
す
る
。

そ
れ
ら
は
、
第
二
八
条
が
規
律
す
る
「
聴
聞
」
を
除
き
、
公
法
契
約
に
も
ま
た
準
用
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
行
政
庁
は
、
第
一
三
条
に
よ
る

関
係
人
を
、
第
一
三
条
が
定
め
る
要
件
に
従
っ
て
「
必
要
的
参
加
」
乃
至
「
単
純
参
加
」
さ
せ
た
上
で
契
約
交
渉
を
行
う
義
務
を
負
う
。
ま

た
第
二
二
条
の
関
係
人
と
特
殊
な
関
係
に
あ
る
行
政
職
員
は
、
第
二
O
条
乃
至
第
二
一
条
に
従
っ
て
公
法
契
約
の
交
渉
手
続
か
ら
除
斥
・
忌

避
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
行
政
庁
は
、
第
二
四
条
に
従
い
職
権
で
事
実
関
係
を
確
定
し
た
後
に
、
こ
れ
を
関
係
人
に
通
知
し
、
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説

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
(
契
約
交
渉
)
、
そ
の
際
行
政
庁
は
、
第
二
五
条
に
従
い
「
教
示
・
情
報
提
供
義
務
」
を
負

う
他
、
関
係
人
は
、
効
果
的
な
契
約
交
渉
を
行
う
た
め
に
必
要
な
限
り
で
、
第
二
九
条
の
「
記
録
閲
覧
権
」
を
保
障
さ
れ
る
。

第
三
章
で
は
、
契
約
交
渉
を
経
た
上
で
、
公
法
契
約
が
具
体
的
に
い
か
な
る
内
容
(
契
約
条
項
)
を
持
ち
う
る
の
か
を
検
討
し
た
。

第
二
節
で
は
「
和
解
契
約
」
を
取
り
上
げ
、
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
五
五
条
が
規
律
す
る
二
つ
の
許
容
要
件
の
内
容
と
意
義
を
分
析
し
た
。

第
五
五
条
が
規
律
す
る
和
解
契
約
に
は
、
「
事
実
関
係
の
和
解
」
と
「
法
的
状
況
の
和
解
」
と
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
事
実
関
係
」
乃
至

「
法
的
状
況
」
が
、
理
性
的
評
価
に
際
し
て
客
観
的
に
不
明
確
で
あ
り
、
か
つ
和
解
の
締
結
が
合
目
的
的
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
な
け
れ
ば

許
容
さ
れ
な
い
。
「
事
実
関
係
の
和
解
」
は
、
行
政
庁
が
職
権
探
知
義
務
を
十
分
果
た
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
事
実
関
係
が
解
明
で
き
ず
(
事

実
関
係
の
客
観
的
不
明
確
性
)
、
か
っ
こ
れ
以
上
の
規
律
の
遅
れ
が
行
政
経
済
上
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
(
和
解
締
結
の
合
目

的
性
)
で
な
け
れ
ば
許
容
さ
れ
-
な
い
。
ま
た
「
法
的
状
況
の
和
解
」
も
、
不
確
定
法
概
念
の
意
味
内
容
に
つ
き
、
判
例
・
学
説
が
対
立
し
て

お
り
(
法
的
状
況
の
客
観
的
不
明
確
性
)
、
か
つ
最
高
裁
の
判
断
を
待
た
な
け
れ
ば
、
当
該
不
確
定
法
概
念
の
意
味
内
容
を
解
明
で
き
な
い

場
合
(
和
解
締
結
の
合
目
的
性
)
に
の
み
許
容
性
を
肯
定
さ
れ
る
。
第
五
五
条
が
規
律
す
る
和
解
契
約
の
二
つ
の
許
容
要
件
は
、
契
約
当
事

者
が
恋
意
的
に
事
実
関
係
や
法
的
状
況
の
不
明
確
性
を
主
張
し
、
意
図
的
に
違
法
な
法
律
状
態
を
生
み
出
す
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

北法53(2・110)362

自命

第
三
節
で
は
、
「
交
換
契
約
」
を
取
り
上
げ
、
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
五
六
条
が
規
律
す
る
三
つ
の
許
容
要
件
の
内
容
と
意
義
を
検
討
し

た
。
法
治
国
家
に
お
い
て
は
、
行
政
権
限
の
行
使
・
不
行
使
が
経
済
的
反
対
給
付
の
提
供
に
依
存
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
禁
止

さ
れ
る
(
連
結
禁
止
原
則
)
。
し
か
し
、
私
人
の
反
対
給
付
が
行
政
権
限
発
動
の
法
的
前
提
を
整
え
、
あ
る
い
は
行
政
権
限
の
行
使
を
法
的

に
不
要
な
ら
し
む
る
場
合
に
は
、
行
政
権
限
の
行
使
・
不
行
使
を
私
人
の
反
対
給
付
の
提
供
に
依
存
せ
し
め
て
も
、
法
治
主
義
の
形
骸
化
は



生
じ
な
い
。
第
五
六
条
は
こ
れ
を
確
認
し
た
規
定
で
あ
り
、
和
解
契
約
に
関
す
る
第
五
五
条
と
同
じ
く
、
公
法
契
約
に
よ
る
法
治
主
義
の
形

骸
化
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
私
人
の
反
対
給
付
は
、
そ
れ
が
行
政
権
限
を
発
動
す
る
た
め
の
法

的
前
提
を
整
え
、
あ
る
い
は
権
限
発
動
を
法
的
に
不
要
な
ら
し
む
る
た
め
に
約
束
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
(
第
一
項
)
、
私
人
の
反
対
給
付

は
、
右
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
か
っ
十
分
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
第
二
項
)
。
さ
ら
に
行
政
権
限
の
発
動
を
求
め
る
法

的
請
求
権
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
行
政
庁
は
た
だ
付
款
の
内
容
と
な
り
う
る
も
の
に
限
り
、
反
対
給
付
の
提
供
を
要
求
し
う
る
(
第
三
項
)
。

続
く
第
五
節
及
び
第
六
節
で
は
、
公
法
契
約
が
和
解
・
交
換
以
外
に
、
ど
の
よ
う
な
契
約
条
項
を
持
ち
う
る
の
か
と
い
う
問
題
を
検
討
し

た。
行
政
主
体
は
、
公
益
の
実
現
に
仕
え
る
公
法
契
約
が
確
実
か
つ
迅
速
に
履
行
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
、
契
約
交
渉
を
通
じ
て
、

遅
滞
利
息
の
請
求
や
違
約
罰
に
関
す
る
契
約
条
項
、
さ
ら
に
は
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
六
一
条
が
規
律
す
る
即
時
執
行
に
関
す
る
契
約
条
項

を
、
契
約
相
手
方
た
る
私
人
と
の
間
で
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る

(
第
五
節
)
。

行政契約の法理論(5・完)

さ
ら
に
行
政
主
体
は
、
契
約
中
に
解
約
条
項
を
盛
り
込
む
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
る
ほ
ど
公
法
契
約
の
適
状
・
解
約
に
つ
い

て
は
、
既
に
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
六
O
条
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
こ
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
契
約
締
結
の
基
礎
(
行
為
基
礎
)

が
契
約
締
結
後
に
根
本
的
に
喪
失
し
た
場
合
か
(
第
一
文
)
、
契
約
の
履
行
が
公
共
の
福
祉
に
著
し
い
損
害
と
な
る
場
合
(
第
二
丈
)
で
な

け
れ
ば
、
公
法
契
約
の
解
約
は
認
め
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
そ
の
履
行
が
行
政
の
法
律
適
合
性
や
公
益
適
合
性
の
観
点
か
ら
好
ま
し
く
な
い

と
考
え
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
は
適
状
・
解
約
で
き
な
い
契
約
が
残
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
行
政
主
体
は
、

連
邦
行
政
手
続
法
の
第
六
O
条
で
は
適
状
・
解
約
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
公
法
契
約
の
解
約
可
能
性
を
広
く
確
保
す
る
た
め
に
、
独
自
に
解

約
条
項
を
設
け
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
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(
第
六
節
)
。



説

公
法
契
約
は
、
交
渉
を
経
て
、
最
終
的
に
は
当
事
者
の
合
意
に
よ
り
、
そ
の
内
容
が
確
定
す
る
。
第
四
章
で
は
、
当
事
者
の
合
意
を

経
て
公
法
契
約
が
有
効
に
成
立
す
る
た
め
の
要
件
を
検
討
し
た
。

連
邦
行
政
手
続
法
の
第
五
七
条
に
よ
れ
ば
、
公
法
契
約
は
書
面
化
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
公
法
契
約
は
無
効
で

あ
る
。
求
め
ら
れ
る
書
面
化
の
程
度
に
つ
い
て
は
学
説
上
若
干
の
対
立
が
見
ら
れ
る
が
、
一
般
に
は
、
契
約
の
両
当
事
者
が
同
一
の
契
約
文

書
に
自
筆
に
て
署
名
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(
自
筆
署
名
の
原
則
・
同
一
文
書
の
原
則
)
た
め
、
口
頭
に
よ
る
契
約
の
締

結
は
も
ち
ろ
ん
、
申
込
書
面
と
承
諾
書
面
が
相
互
に
交
換
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
場
合
や
、
ワ
ー
プ
ロ
等
の
機
械
に
よ
り
記
名
さ
れ
た
に
過
ぎ

な
い
場
合
に
は
、
当
該
契
約
は
書
面
形
式
を
欠
き
、
無
効
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
(
第
三
節
)
。

他
方
、
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
五
八
条
に
よ
れ
ば
、
第
三
者
の
権
利
を
侵
害
す
る
公
法
契
約
は
、
当
該
第
三
者
の
書
面
に
よ
る
同
意
が
あ

る
ま
で
暫
定
的
に
無
効
で
あ
る
。
契
約
に
よ
り
法
的
権
利
・
利
益
を
侵
害
さ
れ
る
第
三
者
は
、
行
政
行
為
に
よ
り
法
的
権
利
・
利
益
を
侵
害

さ
れ
る
第
三
者
と
は
対
照
的
に
、
公
法
契
約
に
対
す
る
取
消
訴
訟
を
提
起
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
五
八
条
の
第
一
項
が
規
律
す
る
第
三

者
の
同
意
は
、
取
消
訴
訟
と
同
一
の
機
能
を
は
た
す
べ
き
第
三
者
の
権
利
救
済
制
度
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
五
八
条
に
よ
っ

て
「
同
意
権
限
」
を
保
障
さ
れ
る
第
三
者
の
範
囲
は
、
必
然
的
に
取
消
訴
訟
の
原
告
適
格
を
認
め
ら
れ
る
第
三
者
の
範
囲
と
完
全
に
一
致
す

る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
彼
は
、
第
一
三
条
第
二
項
第
二
丈
に
よ
り
、
公
法
契
約
の
交
渉
手
続
へ
の
必
要
的
参
〆
加
権
を
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

四

号6.
n間

ら
な
い
(
第
二
節
)

0

第
五
章
で
は
、
暇
庇
あ
る
公
法
契
約
の
存
続
効
を
規
律
し
た
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
五
九
条
の
内
容
を
概
観
し
、
い
か
な
る
暇
抗
を

帯
び
た
契
約
が
、
第
五
九
条
の
ど
の
条
項
に
該
当
し
て
無
効
に
な
る
の
か
を
検
討
し
た
(
第
二
節
及
び
第
三
節
)
。

第
四
節
の
一
で
見
た
よ
う
に
、
暇
庇
あ
る
公
法
契
約
の
中
に
は
、
違
法
で
は
あ
る
が
第
五
九
条
に
よ
っ
て
は
無
効
に
な
ら
ず
、
有
効
に
存

五
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続
す
る
も
の
が
複
数
あ
る
(
違
法
で
は
あ
る
が
有
効
な
契
約
)
。
法
治
主
義
の
形
骸
化
を
懸
念
し
て
右
の
規
定
を
厳
し
く
批
判
し
た
の
が
ゲ
ツ

ツ
で
あ
っ
た
(
第
四
節
二
三
]
)
。
し
か
し
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
行
政
法
学
の
趨
勢
は
、
違
法
で
は
あ
る
が
有
効
な
契
約
の
存
在
を
認
め
る
第

五
九
条
の
合
憲
性
を
肯
定
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
行
政
の
法
律
適
合
性
原
理
を
謡
う
基
本
法
の
第
二

O
条
第
三
項
は
、
何
も
違
法
な
行
政

活
動
を
例
外
な
く
無
効
に
す
る
こ
と
ま
で
は
要
求
し
て
お
ら
ず
、
立
法
者
は
、
法
的
安
定
性
や
信
頼
保
護
を
考
慮
し
な
が
ら
、
立
法
裁
量
の

範
囲
内
で
、
違
法
な
行
政
活
動
の
効
果
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
(
第
四
節
二
[
一
己
)
。

も
っ
と
も
、
合
憲
説
を
支
持
す
る
論
者
の
中
に
、
違
憲
説
と
の
調
和
を
図
る
動
き
が
存
在
す
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
シ
ン
プ
フ
は
、

第
五
九
条
に
よ
っ
て
は
無
効
と
な
ら
な
い
違
法
な
契
約
を
、
様
々
な
制
度
の
活
用
を
通
じ
て
事
実
上
無
効
に
す
る
法
理
論
を
詳
細
に
検
討
し

て
い
る
。
第
五
節
で
掲
げ
た
「
契
約
締
結
上
の
過
失
法
理
」
や
「
国
家
賠
償
請
求
制
度
」
を
は
じ
め
、
契
約
の
解
除
を
規
律
す
る
「
連
邦
行

政
手
続
法
第
六
O
条
」
や
、
無
効
な
法
規
範
に
基
づ
い
て
出
さ
れ
た
決
定
の
強
制
執
行
を
禁
ず
る
「
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
の
第
七
九
条
第
二

い
ず
れ
も
第
五
九
条
に
よ
っ
て
は
無
効
に
な
ら
な
い
違
法
な
契
約
を
、
事
実
上
無
効
に
す
る
機
能
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

項
」
な
ど
は
、

行政契約の法理論 (5・完)

第
六
章
で
は
、
公
法
契
約
へ
の
準
用
を
否
定
さ
れ
、
又
は
準
用
に
際
し
て
修
正
を
必
要
と
す
る
民
法
典
規
定
の
内
容
を
概
観
し
、
民

事
契
約
法
と
の
比
較
に
お
け
る
公
法
契
約
法
の
理
論
的
特
色
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
二
節
で
は
、
公
法
契
約
へ
の
準
用
を
否
定
さ
れ
る
民
法
典
規
定
を
、
ま
た
第
三
節
で
は
、
準
用
に
際
し
修
正
を
必
要
と
す
る
民
法
典
規

定
を
あ
げ
、
そ
の
理
由
が
い
ず
れ
も
「
行
政
の
法
律
適
合
性
原
理
」
に
求
め
ら
れ
る
事
実
を
確
認
し
た
。

ま
た
第
四
節
で
は
、
民
事
契
約
と
の
関
係
で
常
に
議
論
さ
れ
て
き
た
「
私
的
自
治
の
原
則
」
や
「
契
約
自
由
の
原
則
」
が
、
公
法
契
約
に

あ
っ
て
も
妥
当
し
う
る
の
か
を
検
討
し
た
。
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--'--ノ、ド
イ
ツ
で
は
、
基
本
権
の
享
有
主
体
が
、
彼
に
認
め
ら
れ
た
自
由
権
的
基
本
権
を
行
使
す
る
現
象
を
「
私
的
自
治
」
と
理
解
す
る
。
こ
の



説

た
め
、
公
法
契
約
に
関
与
す
る
私
人
は
兎
も
角
、
基
本
権
の
事
有
主
体
性
を
否
定
さ
れ
る
行
政
主
体
に
は
「
私
的
自
治
の
原
則
」
の
妥
当
は

否
定
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
公
法
契
約
に
関
与
す
る
行
政
主
体
に
「
契
約
自
由
の
原
則
」
が
妥
当
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
学
説
上
対
立
が

自命

あ
る
。

北法53(2・114)366 

公
法
契
約
に
関
与
す
る
行
政
主
体
に
も
「
契
約
自
由
の
原
則
」
が
妥
当
す
る
と
考
え
る
の
は
ゲ
ル
ト
ナ
ー
で
あ
る
。
「
私
的
自
治
の
原
則
」

と
「
契
約
自
由
の
原
則
」
の
連
動
性
を
否
定
す
る
ゲ
ル
ト
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
私
的
自
治
を
否
定
さ
れ
る
行
政
主
体
に
も
、
(
民
事
契
約
を
締

結
す
る
一
般
私
人
に
比
べ
て
狭
く
限
定
さ
れ
て
は
い
る
が
)
契
約
交
渉
を
行
う
自
由
(
契
約
の
自
由
)
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
(
第
四
節
こ
。

し
か
し
、
ド
イ
ツ
行
政
法
学
説
の
趨
勢
は
、
公
法
契
約
に
関
与
す
る
行
政
主
体
に
は
、
「
契
約
自
由
の
原
則
」
は
妥
当
し
な
い
と
考
え
て

い
る
。
「
契
約
自
由
の
原
則
」
を
「
私
的
自
治
の
原
則
」
の
一
側
面
と
位
置
づ
け
る
多
数
説
に
よ
れ
ば
、
「
基
本
権
の
事
有
主
体
性
」
を
否
定

さ
れ
、
「
私
的
自
治
」
を
否
認
さ
れ
る
行
政
主
体
に
は
「
契
約
自
由
の
原
則
」
も
ま
た
妥
当
し
な
い
の
で
あ
る
(
第
四
節
二
)
。

も
っ
と
も
、
「
契
約
の
自
由
」
の
存
否
を
め
ぐ
る
否
定
説
と
肯
定
説
の
対
立
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
意
義
を
持
た
な
い
。
民
事
契
約
を
締

結
す
る
一
般
の
私
人
に
比
べ
て
広
範
な
内
容
統
制
を
受
け
つ
つ
も
、
な
お
一
定
の
範
囲
で
契
約
交
渉
を
行
う
行
政
主
体
の
自
由
を
、
「
契
約

の
自
由
」
と
呼
ぶ
か
否
か
の
違
い
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

七

前
章
ま
で
に
検
討
し
た
公
法
契
約
法
理
は
、
そ
れ
が
憲
法
原
理
の
具
体
化
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
限
り
で
、
行
政
上
の
私
法
契
約
に
も

等
し
く
妥
当
し
、
行
政
契
約
法
と
し
て
の
性
格
を
認
め
ら
れ
る
。

第
一
に
、
行
政
上
の
私
法
契
約
が
「
法
律
の
禁
止
」
に
違
反
し
得
な
い
こ
と
は
勿
論
(
第
五
四
条
の
類
推
)
、
法
治
国
家
に
お
け
る
行
政

手
続
の
基
本
原
別
で
あ
る
、
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
二
O
条
「
除
斥
」
、
第
一
一
一
条
「
忌
避
」
、
第
二
四
条
「
職
権
探
知
義
務
」
、
第
二
五
条

「
助
言
・
情
報
提
供
義
務
」
、
第
二
九
条
「
記
録
閲
覧
権
の
保
障
」
は
、
私
法
契
約
手
続
を
も
支
配
す
る
法
原
則
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る



(
第
二
節
二
[
二
[
二
〕
)
。

第
二
に
、
法
治
国
家
原
理
を
考
慮
し
て
設
け
ら
れ
た
、
和
解
契
約
の
許
容
要
件
(
第
五
五
条
)
及
、
ぴ
交
換
契
約
の
許
容
要
件
(
第
五
六
条
)

も
ま
た
、
そ
れ
が
憲
法
原
理
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
私
法
上
の
和
解
・
交
換
契
約
に
も
類
推
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
(
第
二
節
二
[
三
]

)

0

第
三
に
、
憲
法
上
「
基
本
権
」
に
拘
束
さ
れ
る
行
政
主
体
は
、
私
法
契
約
の
締
結
を
通
じ
て
第
三
者
の
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
基
本
権
保
護
を
要
求
す
る
憲
法
規
定
は
、
第
三
者
の
権
利
を
侵
害
す
る
私
法
契
約
を
禁
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
結
局
、
第
三
者
の

権
利
を
侵
害
す
る
私
法
契
約
は
、
第
五
八
条
の
類
推
適
用
に
お
い
て
、
第
三
者
の
権
利
を
侵
害
す
る
公
法
契
約
と
同
様
、
当
該
第
三
者
の
同

意
が
あ
る
ま
で
無
効
と
な
る
(
第
二
節
二
[
四
]
)
。

第
四
に
、
暇
庇
あ
る
公
法
契
約
の
存
続
効
を
規
律
し
た
第
五
九
条
は
、
行
政
上
の
私
法
契
約
に
も
ま
た
類
推
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(
詳
し
く
は
第
二
節
二
[
五
]
)
。

第
五
に
、
私
法
契
約
を
締
結
す
る
行
政
主
体
に
「
契
約
自
由
の
原
則
」
が
妥
当
し
な
い
点
で
も
、
公
法
契
約
と
私
法
契
約
に
違
い
は
見
ら

れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
憲
法
上
「
基
本
権
の
享
有
主
体
性
」
を
否
定
さ
れ
る
行
政
主
体
は
、
私
法
契
約
を
締
結
す
る
場
面
に
お
い
て
も
「
私

行政契約の法理論(5・完)

的
自
治
」
を
否
認
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
(
第
二
節
二
[
六
]
)
。

結
局
、
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
公
法
契
約
法
理
の
大
半
は
、
行
政
上
の
私
法
契
約
に
も
類
推
可
能
な
行
政
契
約
法
と
し
て
の
性
格
を
認
め

ら
れ
て
お
り
、
両
契
約
に
妥
当
す
る
法
理
論
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は
存
在
し
な
い
。
わ
ず
か
に
、
連
邦
行
政
手
続
法
第
六
O
条
第

一
項
の
第
二
丈
(
公
共
の
福
祉
へ
の
著
し
い
損
害
の
発
生
を
理
由
に
行
政
庁
が
公
法
契
約
を
一
方
的
に
解
除
す
る
権
利
を
認
め
る
規
定
)
や
、

第
六
一
条
(
公
法
契
約
を
即
時
執
行
す
る
た
め
の
要
件
を
規
律
す
る
規
定
)
に
現
れ
た
、
憲
法
原
理
の
具
体
化
と
は
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
公

法
契
約
の
法
理
論
が
、
私
法
契
約
へ
の
類
推
適
用
を
否
定
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
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説

今
後
の
課
題

第
二
節

ヨ'b.
厨岡

本
稿
は
、
行
政
主
体
と
私
人
間
で
締
結
さ
れ
る
行
政
契
約
の
一
般
法
理
(
行
政
契
約
法
総
論
)
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が

用
い
ら
れ
る
行
政
領
域
の
特
殊
性
の
故
に
、
当
該
領
域
で
締
結
さ
れ
る
契
約
に
の
み
妥
当
す
る
特
殊
固
有
な
法
理
論
(
行
政
契
約
法
各
論
)

は
、
こ
れ
を
意
識
的
に
考
察
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
各
論
研
究
の
重
要
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
で
検
討

し
た
行
政
契
約
法
の
総
論
は
、
様
々
な
行
政
領
域
で
締
結
さ
れ
る
個
別
具
体
的
な
契
約
に
妥
当
す
る
法
理
論
を
検
討
す
る
た
め
の
基
盤
で
あ

り
、
い
わ
ば
出
発
点
に
過
ぎ
な
い
。
実
際
ド
イ
ツ
で
も
、
本
稿
で
検
討
し
た
行
政
契
約
法
の
総
論
を
再
検
討
し
な
が
ら
、
同
時
に
、
都
市
法

や
環
境
法
と
い
っ
た
領
域
で
締
結
さ
れ
る
個
別
具
体
的
な
契
約
に
妥
当
す
る
法
理
論
(
行
政
契
約
法
の
各
論
)
を
研
究
し
、
総
論
と
各
論
の

(
I
)
 

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
通
じ
て
、
行
政
契
約
法
全
体
の
発
展
を
志
向
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
向
は
、
特
に
環
境
行
政
法
の
領
域
に
お
い
て
顕

著
で
あ
る
。

周
知
の
通
り
、
現
在
、
ド
イ
ツ
で
は
「
環
境
法
典

(C55}円常国
mRZnF)
」

(
2
)
 

で
幾
つ
か
の
草
案
が
作
成
・
公
表
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

の
制
定
を
目
指
し
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
そ
の
過
程

一
九
九
七
年
の
九
月
に
公
表
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
環
境
法
典
独

立
専
門
家
委
員
会
草
案

(
C
E
Z
E開
拓

g
r
n
v
S
E
E
S
-
m向島
o
S
E
E
8
2
5
5
5そ岳加
0
8
R
Z
S
σ
巴

出

回

E
色
町
田
自

E
2
8
5
B
E『

CSE

5
-
F
Z
S
M
g
F
E
N
S仏
宮
島
問
。

E
n
Z『
z
a
S己
回
目
関

O
B開
)
」
は
、
そ
の
第
二
二
条
に
お
い
て
「
施
設
・
操
業
方
法
・
原
材
料
・
加
工
及
、
び
製

品
に
関
す
る
要
求
」
を
法
規
命
令
で
行
う
権
限
を
連
邦
政
府
に
授
権
し
つ
つ
、
そ
の
第
三
六
条
に
お
い
て
、
「
規
範
代
替
型
契
約

B
O
E
R
-

目
白
同

N
B【
同
日
〈
目
見
門
担
問
)
」
と
題
す
る
規
定
を
置
き
、
法
規
命
令
の
制
定
権
限
を
持
つ
連
邦
政
府
に
対
し
、
二
疋
の
条
件
下
に
お
い
て
、
法
規
命

令
の
制
定
に
代
え
、
事
業
者
団
体
や
個
々
の
企
業
と
契
約
を
締
結
す
る
(
そ
の
限
り
で
連
邦
政
府
は
、
当
初
予
定
し
た
法
規
命
令
を
制
定
し

(
3
)
 

な
い
)
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
か
か
る
契
約
類
型
は
、
学
説
上
一
般
に
「
法
規
命
令
代
替
型
環
境
協
定
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
れ
が
草
案
の
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中
に
明
示
的
に
規
律
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
近
年
ド
イ
ツ
の
行
政
法
学
は
、
右
の
契
約
に
妥
当
す
る
固
有
の
法
理
論
の
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
そ
し
て
そ
の
際
、
そ
れ
が
法
規
命
令
の
制
定
に
代
替
し
て
締
結
さ
れ
る
契
約
で
あ
る
と
い
う
事
実
、
又
は
、
そ
れ
が
環
境
の
保
全

を
目
的
と
し
て
締
結
さ
れ
る
契
約
で
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
行
政
契
約
法
の
総
論
と
比
較
し
た
場
合
に
、
許
容
要
件
や
手
続
要
件
、
さ
ら

に
は
内
容
要
件
や
義
務
履
行
確
保
論
な
ど
に
お
い
て
、
法
規
命
令
代
替
型
環
境
協
定
に
妥
当
す
る
法
理
論
に
は
、
ど
の
よ
う
な
特
殊
性
が
存

(
4
)
 

在
し
、
或
い
は
存
在
す
べ
き
な
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
轍
密
な
議
論
を
展
開
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
特
に
興
味
深
い
の
は
、
委
員
会
草
案
が
、
そ
の
第
三
七
条
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
一
般
拘
束
宣
言
(
〈
凹
『

EE--nFnF

(5) 

E
E
a
)
」
と
い
う
制
度
を
立
法
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
こ
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
草
案
の
第
三
七
条
に
定
め
ら
れ
た
要
件
が

充
足
さ
れ
る
限
り
で
、
行
政
主
体
は
、
一
部
の
事
業
者
と
の
聞
で
締
結
さ
れ
た
法
規
命
令
代
替
型
環
境
協
定
の
法
的
効
力
を
、
当
該
協
定
の

締
結
を
拒
絶
し
た
第
三
者
事
業
者
に
対
し
て
も
ま
た
、
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

行政契約の法理論(5・完)

こ
れ
を
本
稿
で
検
討
し
た
「
行
政
契
約
法
総
論
」
と
の
関
係
で
眺
め
る
と
、
「
一
般
拘
束
宣
言
」
と
い
う
制
度
は
、
「
第
三
者
の
権
利
を
侵

害
す
る
契
約
が
、
当
該
第
三
者
の
書
面
に
よ
る
同
意
が
あ
る
ま
で
暫
定
的
に
無
効
で
あ
る
」
旨
を
規
律
し
た
連
邦
行
政
手
続
法
の
第
五
八
条

第
一
項
に
現
れ
た
行
政
契
約
法
の
総
論
を
、
「
個
別
法
に
お
い
て
修
正
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
、
法
規
命
令
代
替
型
環
境
協
定

に
固
有
の
法
理
論
(
行
政
契
約
法
各
論
)
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
制
度
の
導
入
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ド
イ
ツ
の
行
政
法
学
(6) 

説
に
お
い
て
も
、
今
な
お
評
価
が
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
制
度
の
導
入
に
疑
問
を
提
起
す
る
論
者
も
見
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
法
規
命
令
代
替
型
環
境
協
定
の
特
殊
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
そ
こ
に
妥
当
す
る
固
有
の
法
理
論
を
模
索
す
る
動
き
と
し
て
注

目
に
値
し
よ
う
。
今
後
は
、
本
稿
で
行
っ
た
総
論
研
究
を
基
盤
に
、
こ
う
し
た
点
を
含
め
た
幅
広
い
各
論
研
究
に
も
手
を
伸
ば
し
た
い
と
考

北法53(2・117)369
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。



説

二
他
方
、
こ
う
し
た
各
論
研
究
と
並
行
し
て
、
行
政
契
約
を
め
ぐ
る
訴
訟
法
理
の
解
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
我
が
国
の
判
例
に
お
い
て

は
、
争
わ
れ
た
行
政
の
行
為
が
、
行
政
行
為
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
「
処
分
」
の
概
念
に
該
当
し
な
い
限
り
で
、
取
消
訴
訟
の
訴
え
を
不
適
法
却

下
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
村
上
裕
章
教
授
が
適
切
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
処
分
」
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
差
し
当

た
り
取
消
訴
訟
の
本
来
の
対
象
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
み
で
あ
っ
て
、
直
ち
に
権
利
救
済
の
必
要
が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
行
政
契
約
な
ど
と
い
っ
た
、
狭
義
の
「
処
分
」
に
該
当
し
な
い
行
政
活
動
に
対
す
る
救
済
手
続
を
確
保
す
る
必
要

(7) 

性
が
存
在
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
処
分
」
の
概
念
を
拡
大
す
る
こ
と
を
通
じ
て
取
消
訴
訟
に
よ
る
救
済
を
図
る
方
法
の
他
に
、
民

事
訴
訟
な
い
し
公
法
上
の
当
事
者
訴
訟
に
よ
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
な
お
不
明
確
な
点
が
多
く
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ

ラ企為
百聞

ろ、ヮ。こ
の
点
、
公
法
私
法
の
二
元
論
に
依
拠
し
、
行
政
裁
判
所
制
度
を
持
つ
ド
イ
ツ
で
は
、
行
政
契
約
は
公
法
契
約
と
私
法
契
約
と
に
分
類
さ

れ
、
前
者
を
め
ぐ
る
紛
争
は
、
原
則
と
し
て
、
行
政
裁
判
所
に
お
け
る
公
法
上
の
当
事
者
訴
訟
で
、
ま
た
後
者
を
め
ぐ
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、

(8) 

通
常
裁
判
所
に
お
け
る
民
事
訴
訟
で
こ
れ
を
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
の
関
係
で
興
味
深
い
の
は
、
公
法
契
約
の
訴
訟
類
型

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
公
法
上
の
当
事
者
訴
訟
が
、
私
法
契
約
の
訴
訟
類
型
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
通
常
裁
判
所
に
お
け
る

民
事
訴
訟
と
の
関
係
で
、
ど
の
よ
う
な
特
殊
性
を
有
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
我
が
国
の
行
政
事
件
訴
訟
法
と
は

対
照
的
に
、
い
わ
ゆ
る
「
職
権
探
知
主
義
」
が
導
入
さ
れ
、
し
か
も
我
が
国
に
は
馴
染
み
の
な
い
「
公
益
代
理
人

2
2
5
0二四国
O
R
g
E
・

n
v
S
F
S
5
5
)」
が
訴
訟
参
J

加
し
う
る
ド
イ
ツ
の
行
政
裁
判
権
に
お
け
る
公
法
上
の
当
事
者
訴
訟
が
、
通
常
の
民
事
訴
訟
と
の
比
較
に
お

い
て
実
際
ど
の
よ
う
な
特
殊
性
を
有
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
今
後
我
が
国
が
行
政
訴
訟
改
革
を
行
う
際
、
狭
義

の
「
処
分
」
に
該
当
し
な
い
行
政
活
動
に
対
す
る
救
済
手
続
と
し
て
、
民
事
訴
訟
と
は
別
に
、
敢
え
て
「
公
法
上
の
当
事
者
訴
訟
」
を
活
用

す
る
必
要
性
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
を
考
え
る
上
で
も
新
た
な
視
点
を
提
供
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
重
要
な
検
討
課
題
に
位
置
づ
け
ら
れ
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ょ、つ。

最
後
に
、
本
稿
は
ド
イ
ツ
法
を
素
材
と
し
た
比
較
法
研
究
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
今
後
は
、

フ
ラ
ン
ス
法
を
も
視
野
に
入
れ
た
研

究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
欧
州
連
合
加
盟
国
の
法
律
学
は
、

E
C法
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
理
論
的
に
発
展
す
る
傾
向
に
あ
る
。
実
際
ド
イ
ツ

(
9
)
 

行
政
法
学
も
、
常
に

E
C法
の
理
論
を
意
識
し
な
が
ら
自
国
の
行
政
法
理
論
を
模
索
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
ド
イ
ツ
と
共
に
大
陸
法
圏
を
構

成
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
行
政
法
は
、

E
C法
に
対
し
て
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
た
め
、
ド
イ
ツ
行
政
法
学
も
、

E
C
法
、
ひ
い
て
は
フ
ラ
ン
ス

法
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

E
C法
が
、
加
盟
国
ご
と
に
発
展
せ
し
め
ら
れ
て
き
た
法
理
論
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
共
通
の
一
般

原
則
を
導
き
だ
し
、
そ
れ
が
逆
に
加
盟
国
の
圏
内
法
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
は
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
特
に
行
政
契
約
の
母
国

と
言
わ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
行
政
契
約
論
が
、

E
C法
を
経
由
し
て
、
ド
イ
ツ
の
行
政
契
約
論
に
い
か
な
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
の
か
は
、

今
後
、
重
要
な
検
討
課
題
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
す
る
詳
細
な
検
討
は
、
筆
者
に
課
せ
ら
れ
た
今
後
の
課
題
と
し
て

お
き
た
い
。

行政契約の法理論(5・完)

(
1
)
行
政
契
約
法
を
総
論
と
各
論
に
わ
け
、
両
者
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
通
じ
て
、
常
に
行
政
契
約
法
を
発
展
せ
し
め
る
べ
き
こ
と
を
明
確
に
主

張
す
る
の
は
、
本
稿
で
も
随
所
に
引
用
し
た
ク
レ
プ
ス
で
あ
る
(
宅
島
免
町
白

F
〈虫『広明白

C
E
〉

g
宮田
n
z
g
N吉田
n
v
g
島
民
〈
四
円
垣
色
宮
口
問

E弘

司
ユ
〈
包

2
・〈〈
U
印
丹
m
r
M
M
-

∞-
M
U由
同
)

0

(2)
ド
イ
ツ
に
お
け
る
環
境
法
典
の
制
定
に
向
け
た
作
業
は
、
概
ね
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
教
授
草
案
」
(
一
九
九
O
年
に
総

則
が
、
一
九
九
四
年
に
各
論
が
完
成
し
て
い
る
)
、
一
九
九
七
年
に
完
成
し
た
「
独
立
専
門
家
委
員
会
草
案
」

(
C
。∞'穴
C
日
開
)
、
そ
し
て
一
九
九
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説ヨ也
日間

八
年
に
完
成
し
た
「
環
境
法
典
作
業
草
案
|
第
一
編
」
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
教
授
草
案
の
総
則
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
紹
介
す
る
先
行
業

績
と
し
て
、
藤
田
宙
靖
「
ド
イ
ツ
環
境
法
典
草
案
に
つ
い
て
」
自
治
研
究
第
六
八
巻
第
一

O
号
三
頁
以
下
、
同
「
ド
イ
ツ
環
境
法
典
総
則
一
編

(
案
)
(
一
)
、
(
二
・
完
)
」
自
治
研
究
第
六
八
巻
第
一

O
号
一
一
ム
ハ
頁
以
下
、
第
一
一
号
一

O
五
頁
以
下
が
あ
る
。
ま
た
海
老
沢
俊
郎
「
環
境

法
典
の
制
定
に
む
け
て
」
名
城
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
五
号
(
二
0
0
0
年
三
月
)
一
一
五
頁
以
下
は
、
こ
れ
ま
で
の
ド
イ
ツ
環
境
法
典
の

法
典
編
纂
作
業
を
全
体
に
わ
た
っ
て
紹
介
・
検
討
す
る
も
の
で
あ
り
、
有
益
で
あ
る
。

(3)
環
境
法
典
委
員
会
草
案
の
第
三
六
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

「
第
三
六
条
規
範
代
替
型
契
約

(
二
連
邦
政
府
は
、
以
下
の
各
号
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
経
済
団
体
、
そ
の
他
の
団
体
、
又
は
個
別
の
企
業
と
の
公
法
契
約
を
通

じ
て
も
ま
た
、
第
一
三
条
の
意
味
に
お
け
る
要
求
に
つ
い
て
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
.
第
一
三
条
の
意
味
に
お
け
る
法
規
命
令
を
発
動
す
る
た
め
の
条
件
が
存
在
す
る
場
合
。

2
.
契
約
の
内
容
が
、
こ
の
法
典
の
条
件
に
適
合
す
る
場
合
。

3
.
保
護
に
値
す
る
第
三
者
の
利
益
又
は
公
共
の
利
益
が
致
損
さ
れ
な
い
場
合
。

4
・
契
約
の
有
効
期
間
が
、
五
年
を
超
え
な
い
場
合
。

契
約
に
代
替
さ
れ
た
法
規
命
令
が
連
邦
参
議
院
の
同
意
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
、
契
約
は
連
邦
参
議
院
の
同
意
を
必
要
と

す
る
。第
二
文
は
、
第
一
八
条
第
一
項
、
第
二
O
条
及
、
び
第
二
二
条
の
要
件
に
つ
い
て
も
準
用
さ
れ
る
。

契
約
は
、
連
邦
官
報
に
掲
載
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公
法
契
約
に
関
す
る
連
邦
行
政
手
続
法
の
規
定
は
、
第
五
七
条
と
第
六
O
条
は
別
と
し
て
、
適
用
さ
れ
な
い
。

会
己
第
一
項
に
よ
る
契
約
の
規
定
は
、
団
体
加
盟
者
と
、
自
ら
契
約
を
締
結
し
た
企
業
に
対
し
て
拘
束
力
を
持
つ
。

拘
束
力
は
、
契
約
が
終
了
す
る
ま
で
の
問
、
そ
の
団
体
構
成
員
と
し
て
の
地
位
に
関
係
な
く
、
団
体
加
盟
者
に
対
し
て
及
ぶ
。

契
約
に
お
い
て
規
律
さ
れ
た
義
務
の
遵
守
は
、
第
一
三
三
条
乃
至
第
一
五
O
条
に
よ
る
監
視
に
服
し
、
か
つ
行
政
行
為
を
通
じ
て
強

制
さ
れ
う
る
。

(
一
三
環
境
又
は
人
に
対
す
る
リ
ス
ク
に
配
慮
す
る
た
め
の
条
件
が
、
契
約
を
通
じ
て
排
他
的
に
確
定
さ
れ
る
限
り
で
、
許
可
決
定
な
い
し
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行政契約の法理論(5 完)

事
後
的
な
命
令
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
条
件
が
付
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

(
四
)
対
応
す
る
法
規
命
令
の
規
定
が
、
第
三
者
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
で
、
契
約
の
規
定
は
、
第
三
者
の
保
護
に
仕
え
る
。

(
五
)
第
三
四
条
第
三
項
を
準
用
す
る
。
」

(
4
)
d
F
-
C
5
5
z
E
E何
回
〉
星
回

g
n
E
F
∞
刊
号
∞

2
3
F
E
S
S
5
2
0
5
3
2
2
s
n
d
B
E
Z
Z関
町

長

E
g
g
s
同二
a
C
5
5
-
z
n
F
E
R
g
-

回

-
-
u
u
R
U
O仲
間

U
白

σ
5・
〈

n35明
田

門

担

ロ

。

g
a
N
4
l
。
町
田
町
四

N町田
〈
伺
『
円
円
相
同

g
a
m
Eロ
仏
関
町
田
町
四

NO∞
言
明
岳

--gamw
〈
四
円
垣
包
富
田
開
閉
〈

Oコ
忌

明

白

岡

B

Z民
E『
a
Eロ
a

rgm凶
mnzmgnFEN--
。
〈
巴
・

3
忠
弘
同
国
∞
吟
・

(
5
)
環
境
法
典
の
委
員
会
草
案
第
三
七
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

「
第
三
七
条
拘
束
宣
言

(
ニ
第
三
六
条
に
よ
る
契
約
は
、
以
下
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
法
規
命
令
を
通
じ
て
、
契
約
の
全
部
又
は
一
部
が
、
全
て
の
債
務
者
又

は
詳
細
に
決
定
さ
れ
た
一
定
範
囲
の
債
務
者
に
対
し
て
、
拘
束
力
を
持
つ
旨
を
宣
言
さ
れ
う
る
。

1
.
第
三
六
条
第
二
項
第
一
文
、
同
第
二
文
に
よ
る
債
務
者
の
数
が
、
拘
束
宣
言
を
通
じ
て
債
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
者
の
半
数
以
上

に
達
し
て
い
る
こ
と
。

2
.
拘
束
宣
言
が
公
益
に
お
い
て
必
要
だ
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
。

(
二
)
第
一
項
に
よ
る
法
規
命
令
の
制
定
に
先
立
ち
、
拘
束
宣
言
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
団
体
、
企
業
に
対
し
て
、
意
見
を
表

明
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
三
)
第
一
項
に
よ
る
拘
束
宣
言
は
、
廃
止
が
公
益
に
お
い
て
必
要
だ
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
法
規
命
令
に
よ
り
、
こ
れ
を
廃
止
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
そ
の
他
、
第
一
項
の
意
味
で
の
契
約
の
拘
束
力
は
、
第
三
六
条
に
よ
る
契
約
の
有
効

期
聞
が
経
過
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
終
了
す
る
。
」

な
お
、
環
境
法
典
委
員
会
草
案
の
第
三
七
条
が
定
め
る
一
般
拘
束
宣
言
制
度
を
紹
介
・
検
討
す
る
先
駆
的
な
業
績
と
し
て
、
参
照
、

松
村
弓
彦
「
環
境
政
策
参
加
型
自
主
規
制
の
実
効
性
」
法
律
論
叢
(
明
治
大
学
)
第
七
二
巻
第
二
・
=
一
号
九
七
頁
以
下
(
一
二
二
真
)
。

(6)
例
え
ば
、

H
H
H
・
ト
ゥ
ル

l
テ
は
、
一
般
拘
束
宣
言
制
度
の
導
入
に
反
対
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
参
照
、

H
H

H
・
ト
ゥ
ル

l
テ
(
川
又
伸
彦
訳
)
「
秩
序
法
と
自
主
規
制
の
間
の
環
境
法
」
自
治
研
究
第
七
五
巻
第
九
号
四
二
頁
以
下
(
五
三
頁
以
下
)
。

(
7
)
参
照
、
村
上
裕
章
「
憲
法
と
行
政
訴
訟
l
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
の
一
試
論
!
」
北
大
法
学
論
集
第
四
六
巻
第
四
号
一
頁
以
下
(
三
四
頁
以
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説g也
口問

下)。

(8)
行
政
契
約
を
め
ぐ
る
訴
訟
法
理
に
つ
い
て
は
、
〈
加
-
J

〈o-
宮ニ
nzagゆ
豆
町
〈
R
E
-
E呂
田
}
凹
〈

2
5加国司皇ロ
Rm-宏凶『『・

(9)
者
巳
三
副
官

Boss-。円相ロ
N
O
口内同町田〈

0
2島
gm印
E
E
m
E
E
B
Z
〈
虫
『
配
偶
刊

E
E
〉

σ田匂『
R
E
S
-
∞・品。。同時・一なお、

E
C法
の
影
響
を
念
頭
に
お

い
た
研
究
は
、
何
も
行
政
契
約
論
に
限
ら
な
い
。
字
賀
克
也
教
授
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
行
政
法
学
は
、
国
家
責
任
法
の
領
域
に
お
い
て
も
、

E
C

の
国
家
責
任
法
を
念
頭
に
入
れ
た
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
宇
賀
克
也
「
ド
イ
ツ
国
家
責
任
法
の
理
論
史
的
分
析
」

同
『
国
家
責
任
法
の
分
析
」
有
斐
閣
(
一
九
八
八
年
)
一
ご
七
頁
。
な
お
、

E
C
法
が
ド
イ
ツ
法
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
と

し
て
、
参
照
、
大
橋
洋
一
「
多
国
間
ル

l
ル
の
形
成
と
圏
内
行
政
法
の
変
容
」
同
『
行
政
法
学
の
構
造
的
変
革
』
有
斐
閣
(
一
九
九
六
年
)
一
一
一

一
四
頁
以
下
。

※ 

本
稿
は
、
北
海
道
大
学
審
査
博
士
(
法
学
)
学
位
論
文
(
二
0
0
0
年
三
月
二
四
日
授
与
)
に
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
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